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（１）都道府県内における位置関係の図面

1



（２）最寄り駅からの距離、交通機関及び所要時間がわかる図面
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（３）校舎、運動場等の配置図
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① 設置の趣旨及び必要性

（１）社会的背景 

現在、新型コロナウイルス感染症や世界各地での大規模災害等の前例のない非連続な変

化により、我が国のデジタル化の遅れ、スピード感の欠如が露呈している。また、国家間の

覇権争いの中核が新興技術によるイノベーションに大きくシフトする中で、我が国の科学

技術・イノベーション力の更なる向上が喫緊の課題となっている。これらの急激な変化を踏

まえ、人文・社会科学の知も融合した総合知により真の“Society 5.0”を実現するための

戦略的な科学技術・イノベーション政策の必要性が指摘されている。「統合イノベーション

戦略 2020」（令和２年７月 17 日閣議決定、大学における工学系教育の在り方に関する検討

委員会）では、危機感とスピード感を持ってデジタル化を加速し、社会システムを変革する

イノベーションを創出するとともに、その源泉である研究力を強化し、人文・社会科学の知

も融合した総合知によって、世界をリードする持続的かつ強靭な人間中心の“Society 5.0”

を実現することを目指して、重点的に取り組むべき施策（Society 5.0の具体化）として以

下の 4項目をあげている。 

①新型コロナウイルス感染症により直面する難局への対応と持続的かつ強靭な社会・経

済構造の構築

②国内外の課題を乗り越え成長につなげるイノベーションの創出

③科学技術・イノベーションの源泉である研究力の強化

④戦略的に進めていくべき主要分野

特に①～③の解決を目指した主要分野として明示した④では、基盤技術としての AI、バ

イオテクノロジー、量子技術、マテリアルなどの世界最先端の研究開発や拠点形成、人材育

成、計測・分析技術の高度化等を推進すること、応用分野としての安全・安心（防災、感染

症対策、サイバーセキュリティ等）に関する新たなシンクタンク機能の検討や環境エネルギ

ー、健康・医療、宇宙、食料・農林水産業など、課題解決に向けた出口を見据え、産学官が

連携して取組を推進することが掲げられている。 

また、「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会取りまとめ」（平成 30年 3月、文部科

学省 工学系教育改革制度設計等に関する懇談会）では、工学系教育改革の実現に向けて重

点的に講ずべき施策の具体的な制度設計等として、以下の点が提言されている。 

①教員の意識改革も含め、学生が主体的に学び、進路を選択していく環境を確立するととも

に、産業界との連携プロジェクト等を通じて実践的教育を重点的に導入し、深い専門知識

と幅広い分野の知識の修得を可能とする教育体制の構築を目指した学科・専攻定員設定

の柔軟化と学位プログラムの積極的な導入

②情報科学技術（情報セキュリティを含む）、数理・データサイエンス（確率・統計を含む）

等の IT技術の活用にも繋がる学部段階における工学基礎教育の強化
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③社会のニーズの変化に対応し、他の専門分野に関心を示し、多様性を理解するとともに、

展開できる人材の育成のためのメジャー・マイナー制等の導入や企業等と連携したＰＢ

Ｌなど実践的な内容を盛り込んだ教育課程の実施を含めた学部・大学院連結教育プログ

ラムの構築

④産業界との教員人事交流促進等を含めた連携強化の必要性

一方で、「魅力ある地方大学の実現に向けて」（令和 2年 9月 2日、文部科学省 地方創生

に資する魅力ある地方大学の実現に向けた検討会議（第 1回））では、人口減少による地域

の活力の低下、都市部から地方への優秀な人材の還流が大きな課題として存在することか

ら、地方大学は、地域のニーズに応えるという観点からも充実し、知の拠点として地域なら

ではの人材を育成・定着させ、地域経済・社会を支える基盤となることが必要であり、かつ

地域特性・ニーズを踏まえた人材育成やイノベーションの創出・社会実装に取り組む地方大

学の機能強化、活性化が重要であることを指摘している。そのため、地方大学は、地方公共

団体、地域の産業界等と密に連携し、文理の枠にとらわれない STEAM人材の育成や地元企業

へのインターンシップ・リカレント教育の拡充や Society5.0社会の実現にとって不可欠な

数理・データサイエンス・AI 教育の推進やオンライン教育の活用により、地域において新

たな産業や雇用を創出し、地方創生の中核となることを目指すべきであると提言している。 

（２）本学の特徴と目指す方向 

本学は、学生定員の 8割が高専本科から大学 3 年次への編入生で、学部から大学院修士

課程までの 6年間一貫した教育により産業界や研究機関で活躍する人材を輩出してきた。

特に、学部 4年時の大学院進学者（約 85％が大学院進学）には約 5か月間の国内外の企業

等での実務訓練を課し、企業、公団、官庁等の現場で活動する人々と交わり、現場指導者

の監督のもとに自らもその活動に参加することによって、「技術に対する社会の要請を知

り、学問の意義を認識するとともに、自己の創造性発揮の場を模索すること」と「実践

的・技術感覚を養うこと」を目指してきた。こうした教育努力の成果は、本学に対する企

業関係者の高い評価によって挙証されている（例えば、2018年 6月、日経ＨＲ「日経

CAREER MAGAZINE 価値ある大学 2019年版 就職力ランキング」総合ランキング第 14位）。

また、1990年代よりグローバル化時代の到来を予測して途上国から留学生を積極的に受け

入れ、グローバル技学教育ネットワークをアジア、中南米、欧州、アフリカの拠点大学と

連携して展開してきた。平成 26年度に文部科学省が創設した「スーパーグローバル大学

創成支援事業」に採択され、全国高等専門学校及び海外連携大学とのネットワークを基

に、世界を牽引する実践的グローバル技術者教育を先導し続けてきた。これらの実績から

本学は 2018年にユネスコから SDGs(持続可能な開発目標)を先導する「技学 SDGインステ

ィテュート」として認定を受け、そして国連の担当部署からも SDGsの 9番目の目標
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(Industry, innovation and infrastructure)を先導する世界ハブ大学に任命された（第

一期：2018年～2121年５月末）。また、第二期（2021年～2024年５月末）についても国

連から再び任命され、SDG9ハブ大学を継続することとなった（資料１）。さらに、５年一

貫制博士課程の「技術科学イノベーション専攻」の横断的･異分野融合的な知を備えた人

材育成プログラムをベースとした、卓越大学院プログラムが平成 30年に採択され、博士

課程教育により一層の実践教育の充実を図り、根幹技術「ルートテクノロジー」の人材育

成を目指している。 

前述の社会的背景を踏まえ、本学のこれまでの成果、つまり強みと特徴をベースに、

SDGsを先導する技術科学大学として、本学は SDGsを実現する Society5.0に貢献するグロ

ーバル技術者、更には地域の課題解決にも資する地方創生プランナー・プロデューサーの

育成を目指すこととした。ここで本学の考える地方創生プランナー・プロデューサーと

は、IoTや AIをはじめとする技術により、それぞれの地域における既存の産業の高度化・

活性化、地域の特徴や特質を活かした新産業創出を牽引する人材であり、自ら起業するケ

ースだけでなく、自治体・地方公共団体などより広い視点と立場で活躍することも想定し

ている。 

そのために、①IoT、AI、データサイエンスを駆使でき、横断的･異分野融合的な知を備

えた人材育成のための教育プログラムの構築、②モノづくり＋IT分野を中心とした先進的

研究・技術開発の推進とそれらによる財政基盤の強化、③強力な高等専門学校との絆を活

かした、ものづくり地方都市の持続的発展に向けた社会貢献、④経済成長が著しい途上国

の持続的発展を支援する研究開発および技術協力と人材育成、に力点を置き、第４期中期

目標・中期計画が始まる 2022年４月に学部・大学院修士課程・大学院博士後期課程の改

組を行うことにした。これにより学部から大学院修士課程までの連続性に配慮した学士・

修士６年一貫型教育、およびその強みを生かした大学院博士後期課程教育の再編を実現す

る。 

（３）改組の概要 

以上のようにコロナ下で急速に進むデジタルトランスフォーメイション（DX）により工

学教育への社会的要請は急激に変化している。それらに対応し、かつ本学の目指す教育の

方向を達成するために、以下の改組を進めることとした。 

〇７工学専攻から１工学専攻６分野への大括り化 

本学では既に教員組織は教育組織と分離しており、柔軟な対応が可能である。一方で、

社会情勢が大きく変化するなかで、多様化・複雑化する新たな課題に対応する素養を持ち、

新たな産業分野を牽引する技術者を育成するための教育が求められており、教育カリキ

ュラムも迅速かつ柔軟に対応していく必要がある。特に、境界領域分野や融合領域分野は

イノベーション創出につながる研究開発分野であり、従来からある学問分野に軸足を置
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きつつ、関連する他分野の教育、他分野との境界・融合領域分野の教育を効果的に実施で

きるようにする必要がある。そのため、従来の７工学専攻から１工学専攻６分野の大括り

化が必要である（図①-１）。 

図①-１ 工学研究科工学専攻（修士課程）の設置 

〇物質材料工学専攻と生物機能工学専攻を融合し、物質生物工学分野へ 

2019年に内閣府エビデンスシステム（e-CSTI）にて調査された化学分野における産業界

の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野の結果を図①-２（他の工学分野の結

果を含めたまとめは資料２）に示す。なお、産業界の業務および事業展開・成長に重要な

専門知識分野の合計が 1％以上となる学問分野のみを提示している。化学産業分野では、

化学・材料に関連する学問分野の知識が必要であることに加え、生物、機械、電気、情報

関係の幅広い専門分野の知識が必要であること、特に化学分野と密接に関連する生物分野

の幅広い基礎知識や食品科学の専門分野に関する学びニーズ、研究ニーズが高い。一方

で、本学の物質材料工学課程および生物機能工学課程の３年次に編入してくる高専生のほ

とんどは高専の物質、材料、生物の融合学科の卒業生である（表①-１）。したがって、産

業界からの要望に応え、本学が目指す地方創生への貢献にて期待される農林水産業と工業

との連携を推進するためには、化学の素養を身につけた物質材料と生物の融合に加えて、

機械、電気、情報の基礎知識を有し、工学的見地から俯瞰的に地域課題の抽出と解決をで

きる技術者・研究者の養成を目指して、学部と同様に両工学専攻を融合し、物質生物工学

分野とすることとした。 
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表①-１ 各高専に設置されている物質・生物系学科名 

高専名 物質・生物系学科名 高専名 物質・生物系学科名

1 函館高専 物 質 環 境 工 学 科 21 和歌山高専 生物応用化学科

2 苫小牧高専 創造工学科　機能材料＆食品・バイオコース 22 米子高専 物質工学科

3 旭川高専 物質化学工学科 23 津山高専 総合理工学科　先進科学系

4 八戸高専 産業システム工学科　マテリアル・バイオ工学コース 24 宇部高専 物質工学科

5 一関高専 未来創造工学科　化学・バイオ系 25 阿南高専 創造技術工学科　化学コース

6 仙台高専 総合工学科　マテリアル環境コース 26 新居浜高専 生物応用化学科

7 秋田高専 創造システム工学科　物質・生物系 27 新居浜高専 環境材料工学科

8 鶴岡高専 創造工学科　化学・生物コース 28 高知高専 ソーシャルデザイン工学科　新素材・生命コース

9 福島高専 化学・バイオ工学科 29 久留米高専 生物応用化学科

10 茨城高専 国際創造工学科　化学・生物・環境系 30 久留米高専 材料システム工学科

11 小山高専 物質工学科 31 有明高専 創造工学科　応用化学コース

12 群馬高専 物質工学科 32 有明高専 創造工学科　環境生命コース

13 東京高専 物質工学科 33 北九州高専 生産デザイン工学科　物質化学コース

14 長岡高専 物質工学科 34 佐世保高専 物質工学科

15 富山高専 物質化学工学科 35 熊本高専 生物化学システム工学科

16 福井高専 物質工学科 36 都城高専 物質工学科

17 沼津高専 物質工学科 37 沖縄高専 生物資源工学科

18 鈴鹿高専 生物応用化学科 38 大阪府立大高専 総合工学システム学科　環境物質化学コース

19 鈴鹿高専 材料工学科 39 神戸市立高専 応用化学科

20 奈良高専 物質化学工学科

図①-２（添付省略）

１．図の題名
　　化学分野における産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野

２．出展
　　内閣府e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp）

３．引用範囲
　　人材育成に係る産業界ニーズの分析
　　内閣府 平成31年度（2019年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と教育機
　関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」

6

nmaruyama
長方形



〇工学課程と工学専攻の関係性 

本学は学部―修士一貫教育を基本としており、大学院における工学専攻の分野と学部

における工学課程の分野は、図①-３に示すように明快な対応関係を確保して、連続性を

重視した教育を行う。さらに、今回の改組により工学専攻と工学課程の大括り化により、

専門分野の細分化や閉鎖性を招くことなく、学部のメジャー・マイナーコースで学んだ他

分野を大学院でさらに深く学ぶことができるよう、主たる専門分野以外の分野の科目を

まで修了要件単位として算入できるように設定している。なお、量子・原子力統合工学分

野は、電気、機械、材料、土木建築などの広汎な技術を統合した学際的な学問分野でもあ

ることから、学部の各工学分野から進学できるようにしている。 

図①-３ 改組後における工学部工学課程と大学院修士課程工学専攻の連続性 

○養成する人材像

教育システムは、社会情勢の変化や時代の要請に応じて教育組織を柔軟に改編できる

体制を整備することが求められる。７工学専攻から１工学専攻６分野への大括り化を行

い、社会情勢の要請に応じて将来のカリキュラム変更に迅速に対応でき、新たな産業分野

を牽引する技術者を育成するための融合分野教育を進める。これにより新たに設置する

工学専攻では、各工学分野（機械工学、電気電子情報工学、情報・経営工学、物質生物工

学、環境社会基盤工学、量子・原子力統合工学）で必要とされる専門・融合知識及び実践

的技術感覚を備え、データサイエンス、IoT等の情報技術を活用して、関連分野及び融合
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領域の諸課題に対応し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備え

た指導的技術者・研究者を養成する。 

○学位の授与方針及び教育課程の編成・実施の方針

上記の人材を養成するために工学専攻の学位授与方針（ディプロマポリシー）及び

教育課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー）を以下のように定める。 

・学位の授与方針（ディプロマポリシー） 

本学が目指す人材育成像は、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度

な実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者です。そのために、修士課程では

以下の四項目を、分野科目、共通科目、研究指導、及び課外活動を含む大学内外での幅

広い学修により身につける学生の到達目標とします。 

（ア）技術科学各分野の高度な専門知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力の習得。 

（イ）技術の側から生命、人間及び社会を捉える能力の習得、及び複数の専門領域の融

合技術を理解し、複眼的で柔軟な技術科学発想力を持てる素養の形成。 

（ウ）安全・環境・文化への技術の影響を配慮できる能力の習得、及びグローバルな社

会・産業動向を洞察し、戦略的な技術経営力を発揮できる素養の形成。 

（エ）国際感覚を持ちチームで協働できる能力の習得、及び国際的な指導的技術者・研

究者としてグローバルな競争を公正に行える素養の形成。 

この目標のために開講される講義、演習（セミナー）、実験・実習科目を履修して修

了に必要な単位数を修得し、かつ修士論文の審査に合格した者に修士号が授与されま

す。 

・教育課程の編成・実施の方針（カリキュラムポリシー） 

本学では、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的

能力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指し、修士課程では、講義、演習（セミ

ナー）、実験・実習科目より構成される、分野科目、共通科目、研究指導、及び修士論

文のための研究活動を通じて、以下の四項目を習得できる教育プログラムを実施しま

す。 

（ア）技術科学各分野の高度な専門知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力。 

（イ）技術の側から生命、人間及び社会を捉える能力、及び複数の専門領域の融合技術

を理解し、複眼的で柔軟な技術科学発想力を持てる素養。 

（ウ）安全・環境・文化への技術の影響を配慮できる能力、及びグローバルな社会・産

業動向を洞察し、戦略的な技術経営力を発揮できる素養。 

（エ）国際感覚を持ちチームで協働できる能力、及び国際的な指導的技術者・研究者と

してグローバルな競争を公正に行える素養。 

なお、成績評価は、シラバスに明示される達成目標や基準等に従って公正に行われま
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す。 

【学修成果の評価の方針】 

情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備え

た指導的技術者を育成するために、学修成果は講義科目では試験、レポート等で、演習、

実験・実習科目ではレポート、口頭試験等でその達成度を評価する。授業科目の試験の成

績は、S・A・B・C及び Dの 5 種類の評語をもって表し、S・A・B及び Cを合格とし、Dを

不合格とする。合格した者には所定の単位を授与する。加えて、論文に対して審査基準と

審査方法を明示し、それに基づき研究成果の審査を実施する。 

なお、工学専攻各分野のディプロマポリシーとカリキュラムポリシーの相関につい

ては、資料３に示す。 
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② 修士課程までの構想か、又は、博士課程の設置を目指した構想か

社会に大きな変革をもたらし始めている AI技術やデータサイエンスの進展は、さらに加

速化しており、少子高齢化などの社会情勢と相まって、スマート農業、スマートコントラク

ションといった新たな産業への期待が高まっている。このような新産業を創出し牽引する

技術者には、従来の単独の工学分野に関する知識や技術だけでなく、他の工学分野や境界・

融合領域分野に関する知識や技術が求められる。 

本学は、工学部を従来の６課程を１課程（工学課程）に大括り化し、その中に基幹産業に

対応した学問分野を設置する。これにより、社会や産業の変化にあわせて各分野の内容や規

模を柔軟に変更できるだけでなく、新たな産業に対応した融合領域分野の教育を迅速に提

供できるようになり、社会の要請にタイムリーに応える人材育成が可能になることが改組

後の工学部の特色である。 

修士課程についても、工学部にあわせて、従来の７専攻を１専攻（工学専攻）に大括り化

する（図②-１）。学部と同様に、社会情勢の変化や社会からの要請に迅速かつ柔軟に対応し

た教育を提供するために、これまでの複数専攻を１専攻にすることで、複数分野にまたがる

学問領域の教育研究が促進される。本学は学部―修士一貫教育を基本としており、大学院に

おける工学専攻の分野と学部における工学課程の分野は明確に対応させ、連続性を重視し

た教育を行うことで、学生の専門性を高める。そのうえで、学部と同様に工学専攻の大括り

化により、専門分野の細分化や閉鎖性を招くことなく、境界領域分野や融合領域分野を意識

した学習を学生ができるよう、主たる専門分野以外の分野の科目を修了要件単位として算

入できるように設定している。なお、量子・原子力統合工学分野は学部に対応する分野を設

置しないが、この分野は電気、機械、材料、土木建築などの広汎な技術を統合した学際的な

学問分野であり、融合領域分野といえる。原子力工学の基礎をなす分野を学部課程で修得し

た学生が大学院でこの分野を学ぶことは、量子・原子力分野に関わる様々な分野の技術者と

して将来活躍していくうえで有用である。 

システム安全工学専攻については、令和３年４月に工学研究科に設置され改組が進行中

であるため、この度は図②-１左側の機械創造工学専攻から原子力システム安全工学専攻ま

での７専攻を大括り化する。システム安全工学専攻は令和２年度まで専門職学位課程（シス

テム安全専攻）であり、工学研究科ではなく学位もカリキュラムも異なっている。工学研究

科へ設置直後には専門職学位課程の学生も在籍していることから、他の専攻に先立って改

組を行った。システム安全工学も量子・原子力工学と同様に様々な工学分野を統合した融合

領域分野であり、完成年度後の令和６年４月以降に工学専攻への統合を検討している。 

進学先となる博士後期課程は、現在の、４専攻を改編し、先端工学専攻として大括り化を

行う（図②−２）。 
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図②-１：工学研究科工学専攻（修士課程）の設置（再掲） 

図②-２：工学研究科先端工学専攻（博士後期課程）の設置 
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③ 研究科、専攻等の名称及び学位の名称

（１）研究科及び専攻の名称 

工学研究科／工学専攻（修士課程） 

(Graduate School of Engineering / Master’s Program in Engineering) 

本学大学院は基幹産業に対応する殆どの工学分野を学問領域として持つため、研究

科の名称は「工学研究科」とする。 

工学研究科に設置する修士課程は殆どの工学分野を対象とし、高度な技術開発を担

う能力を備えた人材育成を行うことから、専攻名を「工学専攻」とする。 

各分野の名称は以下のとおりとする。 

機械工学分野／Mechanical Engineering 

電気電子情報工学分野／Electrical, Electronics and Information Engineering 

情報・経営システム工学分野／Information and Management Systems Engineering 

物質生物工学分野／Materials Science and Bioengineering 

環境社会基盤工学分野／Civil and Environmental Engineering 

量子・原子力統合分野／Nuclear Technology 

（２）学位の名称 

修士（工学） (Master of Engineering) 

大学院修士課程における教育課程を修了し、学位審査に合格した者には、広く産業界

で技術開発等に携わる技術者に必要とされる工学の高度な知識と技術を身につけてい

ることが期待される。工学分野に関する高度な知識と技術を獲得した者に授与する学

位名を「修士（工学）」とする。 
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④ 教育課程の編成の考え方及び特色

（１）教育課程編成の考え方及び特色 

本学は、実践的な技術の開発を主眼とした教育研究を行う大学院に重点を置いた工学

系の新構想大学として設置された。本学の使命は、新しい学問技術を創り出すとともに、

独創的にして高度の専門的能力のある人材を養成することにあり､その教育研究の理念

は、技学－技術科学－に関する創造的能力を啓発することにある。 

そこで、大学院修士課程においては、実践的・創造的な能力の開発を目指し、また、社

会の要請にこたえられる高度な指導的技術者を養成することである。大学院博士後期課

程においては、明確な目的意識を持った基礎及び応用研究、さらに産業界の要望を先取り

する先導的技術の開発研究のための人材養成を目指している。 

修士課程における教育課程は、各分野の目的に即し、かつ、大学院と学部とを一貫した

効果的な編成に努めている。 

○修士課程の分野科目、共通科目、研究指導

（ア）分野科目

工学基礎知識を体系的に理解させ、また、境界領域、複合領域の分野を含めた高

度の専門知識を修得させる。 

（イ）共通科目 

専門性を広い視野から支え、社会における技術実践力を高めるための能力とし

て、高度の知的素養の基盤となる諸能力、技術をとりまく諸事情を社会的・国際

的視座から深くとらえる能力、技術を企業や産業活動の中で活かす管理能力を

培う。 

（ウ）研究指導（基礎研究・開発研究） 

修士論文作成のため、基礎研究を行うとともに、高度かつ総合的技術感覚の体得

を主眼として研究を行い、修士論文を作成する。 

グローバル工学教育としての認定プログラム 

安全・環境・文化への技術の影響を配慮できる能力の習得を学位授与方針（ディプロ

マ・ポリシー）の１つに掲げる本学の大学院教育課程は、国連で採択された国際社会の

共通目標である「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成をエンジニアリング教育の根幹

に位置付けている。本学の大学院教育課程は、実践的・創造的なグローバルエンジニア

人材育成と SDGs課題の解決を指向したプログラム「GIGAKU SDG Institute」として

編成されており、本プログラムはユネスコから「UNESCO Chair on Engineering 

Education for Sustainable Development」としてユネスコチェアプログラムに認定さ

れている。 
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○工学専攻（修士課程）カリキュラムポリシー

本学では、情報技術を活用し、グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能

力を備えた指導的技術者・研究者の育成を目指し、修士課程では、講義、演習（セミナー）、

実験・実習科目より構成される、分野科目、共通科目、研究指導、及び修士論文のための

研究活動を通じて、以下の四項目を習得できる教育プログラムを実施します。 

（ア）技術科学各分野の高度な専門知識と技能、及び情報技術を使いこなす能力。 

（イ）技術の側から生命、人間及び社会を捉える能力、及び複数の専門領域の融合技術

を理解し、複眼的で柔軟な技術科学発想力を持てる素養。 

（ウ）安全・環境・文化への技術の影響を配慮できる能力、及びグローバルな社会・産

業動向を洞察し、戦略的な技術経営力を発揮できる素養。 

（エ）国際感覚を持ちチームで協働できる能力、及び国際的な指導的技術者・研究者と

してグローバルな競争を公正に行える素養。 

各分野においては、上記ポリシーのもとで各分野のカリキュラム設計方針に従って教

育課程を編成しており、ディプロマポリシーとカリキュラム設計方針の相関については、

資料３に示す。 

（２）共通科目 

グローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備えた指導的技術者の育

成のために、本学では、各専門分野の知識・技能とともに、「複眼的で柔軟な技術科学発

想力」「戦略的な技術経営力」「グローバル技術者リーダー」の三つの能力・資質の養成を

目標としている。共通科目は、それらの能力・資質を習得するために必要な科目群を全分

野の学生を対象に開講するものである。 

科目構成 

共通科目は、上記の三つの能力・資質を支える以下の十分類で構成される。 

○複眼的で柔軟な技術科学発想力

（ア）技術を支える理数の概念と技法を使える。

（イ）生命、人間および社会を技術の側から捉えられる。

（ウ）複数の専門領域の融合技術を理解・発想できる素養がある。

○戦略的な技術経営力

（エ）理解・思考・表現・対話の基礎である言語・論理力を持つ。

（オ）技術の安全、環境、文化への影響を配慮できる。

（カ）グローバルな社会・産業動向を読んだ技術経営ができる素養がある。

○グローバル技術者リーダー

（キ）技術コミュニケーションを英語で実践できる。
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（ク）国際感覚を持ちチームで協働できる。  

（ケ）組織の成員として国際的競争を公正に遂行できる素養がある。 

（３）工学専攻における教育研究の柱となる領域（分野） 

○機械工学分野

機械工学に関わる諸現象の把握や解析、新たな事象の発見などのために必要となる高

度専門知識を与えるため、メカトロニクス、スマートファクトリー、環境・エネルギー各

分野の専門科目群を配置する。異分野科目の受講を可能とし、文理両面にわたる多様で高

度な共通科目群を配置することによって、複眼的で柔軟な技術科学発想力の基盤を築く

とともに、社会や産業の最新動向を把握し戦略を立てる技術経営力とグローバルセンス

を涵養する。修士 1、2年を通じてセミナーを開講し、英語による技術動向・情報の収集

を行う能力を涵養する。特別実験での指導や、修士研究の成果を修士論文として取りまと

めさせる過程を通じて、複数の専門領域にわたる融合技術を理解させ、複眼的で SDGs解

決に資する技術科学発想力を養う。また、指導教員や他の研究者との討論を深めながら戦

略的な技術経営力を発揮できる素養を育む。グローバルな競争を公正に行える素養を育

むために「研究倫理」を必修として課す。国際感覚を持ちチームで協働できる能力の習得

のために海外研究開発実践、協働研究開発学修を開講する。 

機械工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料４、５のとおり 

○電気電子情報工学分野

全学の共通科目と、電気電子情報工学分野の選択科目及び特別実験によって、電気・電

子・情報の工学分野における技術者・研究者の基盤となる基本的知識及び実験技術を修得

する。さらに、所属コース（電気エネルギー・制御工学、電子デバイス・光波制御工学、

情報通信制御工学の 3 つのコースのいずれか）に対応する複数の選択科目とデータサイ

エンス関連科目を履修し、各コースの専門的知識と数理データサイエンスの素養を高い

レベルまで身につける。 

全学の共通科目を通じてグローバルな感性を養います。また、他分野の科目を履修する

ことで、分野横断的な視野を養う。 

電気電子情報工学セミナー及び実験科目において専門的内容の文献講読や討論を行う

ことによって、自分の研究分野及びその関連分野についての国内外の先端・融合技術の動

向・情報を自己の専門的知識の拡大・深化や多角的視点で理解する。また、自分の研究開

発課題の進捗状況を説明し問題点や方向性を討論することによって、論理的思考の下に

専門的知識・技術を使いこなす問題解決能力を身につけ、収集した動向・情報を基に、自

分の研究開発活動の位置付けを修士論文で述べる。さらに電気電子情報工学セミナーに

おいて、自分が研究開発した技術の新規性及び重要性を討論することによって知的財産
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としての価値を理解するとともに、自分の研究開発活動に関する公正さの指導を受け、倫

理的な判断をしながら活動を実践する。 

また、技術英語関連科目を履修し、研究開発の成果を国内外に情報発信するための英語

力を高める。 

国際的な協働研究開発の現場で実践力をさらに高めるために、希望者は海外インター

ンシップ関連科目を履修する。国内外の情勢・動向に照らして独自性を常に意識しながら

研究開発活動を実践し、その成果を修士論文にまとめる。 

「研究倫理」を必修として履修し、研究開発開始から終了までの一連の過程において技

術者・研究者が取るべき責任ある行動について学ぶとともに、研究開発活動に求められる

社会に対する公正さを倫理的な視点から理解する。 

電気電子情報工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料６、７のとおり。 

○情報・経営システム工学分野

情報・経営システム工学分野以外の電気・環境社会分野の共通科目を通じて技術者・研

究者として幅広い専門知識を学習する。「研究倫理」（必修）を設置し、技術者・研究者に

求められる社会的責任と倫理について学習する。 

データサイエンス、応用情報学、マネジメントを中心とした分野科目群を設け、情報技

術の中心的分野である学習理論やデータマイニング、また、情報技術の応用分野である人

間工学やインタフェースについてより深く専門的に学習する。高度情報化社会において

重要な要素である経営戦略・ビジネスモデル、また、よりグローバルな課題である持続可

能性・エネルギー経済について専門的に学習する。 

セミナーおよび特別実験・演習科目を設け、知識を整理する能力、論理を構成する能力、

および成果を発表する能力を学習する。また、研究室の担当教員の指導の下、データサイ

エンス、応用情報学、マネジメントの専門知識を駆使して課題の探索・発見、課題解決の

方針・計画の立案・実行、結果の解釈・考察の各プロセスを独力で実施する実践的・創造

的能力を学習する。 

外国語科目、英語 e-Learning、英語論文の輪読を通じて語学力を強化します。修士論

文の作成を通じてこれらの能力を総合的に学習する。 

情報・経営システム工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料８、９の

とおり。 

○物質生物工学分野

全学の共通科目と、物質生物工学分野の選択科目によって、物質生物工学分野の技術

者・研究者の基盤となる基本的知識を修得する。さらに、物質生物工学セミナー１～４を

履修し、文献購読、輪講及び考究により高いレベルの専門的知識に加え、論理的思考の下
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に専門的知識・技術を使いこなす問題解決能力を身につけ、材料、生物資源、プロセスの

動向・情報を多角的に理解する。物質生物工学セミナー１～４を通して、自身の研究成果

や開発した技術の新規性及び重要性を発表し、討論することによって自己の専門的知識

の拡大・深化や多角的視点の発達につなげ、プレゼンテーション能力を練成する。また、

必修科目である「研究倫理」と合わせて、自分の研究開発活動に関する公正さの指導を受

け、倫理的判断をしながら活動を実践する。 

物質生物工学特別実験１、２において、各教員がそれぞれの専門分野の題目を選択して

随時開講する特別実験と各指導教員の研究室における特別実験を実施することにより、

自分の研究分野及びその関連分野についての国内外の先端・融合技術を修得する。 

修士の在学期間を通じて指導教員の研究指導を受けて研究した成果をまとめ、修士論

文を作成します。希望者は、リサーチインターンシップで、海外の大学・研究機関・企業

（研究所）において修士研究テーマに関連した研究開発を行う。 

修士論文発表会において、修士論文発表と質疑応答を行う。 

「研究倫理」を必修として履修し、研究開発開始から終了までの一連の過程において技

術者・研究者が取るべき責任ある行動について学ぶとともに、研究開発活動に求められる

社会に対する公正さを倫理的な視点から理解する。 

物質生物工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料 10 のとおり。 

○環境社会基盤工学分野

共通科目により人類の文化的・経済的活動と社会基盤技術との関連についての知識を

習得させる。また、計画分野の科目により、物事を多面的に考えるとともに、人々の幸福

と福祉について総合的に考える能力を修得させる。 

技術者・研究者としての社会的責任を深く理解するために、「研究倫理」科目を必修と

する。分野科目の環境社会基盤工学全般に関わる科目により社会基盤技術が社会や自然

環境に及ぼす影響を修得させるとともに、修士論文の研究により総合的に学習させる。 

分野科目の中の環境社会基盤工学の複数分野にまたがる応用的な科目や副分野の科目

を通して、社会基盤に関わる専門分野の知識及び ICT、AI等の情報技術に関する知識を習

得させる。また、環境社会基盤工学セミナーや環境社会基盤工学特別実験・演習により、

問題の解決に応用する能力を修得させる。 

分野科目により社会基盤に関わる専門的な知識・技術を習得させる。環境社会基盤工学

セミナーや環境社会基盤工学特別実験・演習でのグループワークを通じて他者と協力し

て解決する能力及び所与の条件の下で計画的に研究を遂行する技術を総合的に学習させ

る。さらに修士論文の研究によりこれらの能力を総合的に学習させる。 

外国語関連の共通科目や、環境社会基盤工学セミナーや環境社会基盤工学特別実験・演

習により語学能力を修得させます。さらに多様な国籍の学生で構成された各研究室にお

いて、研究活動を通じて国際感覚の醸成と多様な価値観を持って協働を実践すると同時
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に、修士論文の研究によりこれらの能力を総合的に学習させる。 

各研究室で開講される環境社会基盤工学セミナーで個別の研究課題に取り組みことで、

継続的に自己を研鑚し続ける態度を育みます。また、修士論文の研究によりこれらの能力

を総合的に修得させる。 

また、2回の修論中間発表や学会での発表を通じて、成果を積極的にわかりやすく公表

する能力を修得させる。 

環境社会基盤工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料 11、12のとお

り。 

○量子・原子力統合工学分野

「原子力安全科目」、「原子力技術科目」及び「量子・放射線科目」の複数の選択科目並

びに量子・原子力統合工学特別実験を履修することにより、必要な知識と技能を身につけ

る。特に量子・原子力統合工学特別実験では、理的に実験内容と結果を説明する能力を高

めるとともに、国内外の学生とチームを組んで実験を行うことにより、協働で研究・開発

する能力を育む。また、原子力工学や量子工学を俯瞰し、統合的に捉えるため、副分野を

それぞれ持ち、他分野の科目も履修し、幅広い知識を身に着けると共にデータサイエンス

などの情報技術を活用する能力を養う。 

量子・原子力統合工学セミナーI～IVにおいて文献購読等を通じて、専門性を高め、量

子・原子力統合工学実習により、実践的な技術を習得する。論理構築と他人に理解しても

らうためのコミュニケーション能力を高める。さらに研究・開発の現状を把握すると共に

グローバルに社会に求められている技術を理解する能力を高める。 

量子・原子力統合工学実習により、実践的な研究・開発能力を育む。 

技術英語特別演習 1 によって、国際的なチームで協働できる英語力及び国際的な情報

発信に必要な英語力を養う。 

修士論文の研究活動により、門的知識をより深く理解し、得られた技術を自由に使いこ

なせるようにし、社会の持続的発展に貢献する考えを養うと共に創造的な研究能力を高

める。また、実践的に論理構築を修得し、中間発表、予備審査、修士論文発表会で他者に

結論を納得できるよう説明するともに修士論文で明快な論理でまとめる。また、研究内容

を、専門分野の研究会、学会などで発表し、学外の研究者に対して説明することによって

より説明能力の向上を目指す。 

量子・原子力統合工学分野の専門基礎科目・専門科目（科目系統図）は資料 13のとお

り。 

（４）SDGプロフェッショナルコースについて 

本コースは、持続可能な開発目標（SDGs）を基軸とした工学教育を導入し、高度な専
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門性と多様な視野を有する実践的技術者・研究者および高度な工学教育の担い手を育

成するための大学院レベルのコースである。 

2015 年、国連は、SDGs として世界規模の 17 個の課題（貧困、医療、教育など）を

2030 年までにクリアすることを目標に掲げた。これらの目標を達成するためには、世

界規模での科学技術の発展と普及が不可欠である。そのため、世界から幅広く学生を受

け入れ、日本の産業界と連携した実践的な教育プログラムを提供することによって、特

に新興国の科学技術の発展に貢献できる人材の育成を目指す。 

また、本学は、1994年より、大学院社会人留学生特別コース（CPD）を提供しており、

15 ヵ国 300 人以上の実践的技術者や教育従事者を輩出している。本コースは、CPD コ

ースに SDGsの理念を加えて拡張するものであり、より高度な実践的工学教育プログラ

ムである。将来、コース修了生達が世界各地で活躍することによって、世界的な科学技

術レベルの向上、さらには SDGsの達成に貢献することが期待される。 

その他、コースの履修の方法等詳細は資料 14のとおり。 
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⑤ 教育方法、履修指導、研究指導の方法及び修了要件

（１）課程の修了要件 

○所定の単位について

（ア）修士課程を修了するには、大学院工学研究科に２年以上在学し、所定の単位を修

得し、かつ必要な研究指導を受けた上、修士論文等を提出してその審査及び最終試

験に合格しなければならない。ただし、在学期間に関しては、優れた業績を上げた

者については、大学院に１年以上在学すれば足りるものとする。 

（イ）修士論文は、在学期間中に所定の期日までに提出しなければならない。 

（ウ）修士課程の修了に必要な単位として、30 単位以上を修得しなければならない。

そのうち少なくとも 24単位は、当該分野において用意されている大学院授業科目

から修得するものとする。ただし、特別の場合は指導教員の許可を得て、24 単位

の一部は、これに準ずる他の分野の大学院授業科目の単位をもって替えることが

できる。 

（エ）修士課程の修了に必要な 30単位のうち、６単位については、共通科目の中から

修得すること。 

（オ）修士海外研究開発実践（リサーチ・インターンシップ）関係科目を用意している。

分野で用意された必修の読み替え科目を履修することにより、セミナー及び実験

科目の単位として認定できる。 

○学位授与の申請、学位審査等

学位授与の申請及び学位審査等については、本学学位規則及び学位審査取扱規程によ

る。 

（ア）審査委員会の設置について 

教授会は、審査付託があったときには、工学研究科担当の教員 3人以上で組織す

る審査委員会を設ける。 

審査委員会は、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査に当たっ

ては、教授会の議を経て、本学の技術経営研究科又は他の大学院若しくは研究所等

の教員等の協力を得ることができる。 

（イ）学位論文等の審査等 

審査委員会は、学位論文又は特別の課題についての研究の成果の審査及び最終

試験を行う。 

学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査は、別に定める基準に基

づき行う。 

最終試験は、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の内容を中心とし

て、これに関連のある科目及び必要に応じ、審査委員会の指定する外国語科目につ
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いて、口頭又は筆記により行う。最終試験は、発表会をもって代えることができる。 

学位論文の審査基準は次のとおりとする。 

テーマ設定の適

切性 
論文のテーマ設定が適切であり、問題意識が明確であること。 

学術的貢献 

工学及び技学（現実の多様な技術対象を科学の局面からとら

え直し、それによって技術体系を一層発展させる技術に関す

る科学をいう。）のこれまでの成果を十分に踏まえ、かつ、論

文のテーマに合った論理的考察を含み、その内容が工学及び

技学に貢献する独創的な内容であること。 

論述の適切性 

論文の記述(本文、図、表、引用など)が十分かつ適切であり、 

結論に至るまで一貫した論理構成になっており、実験結果等

と分析・考察とが整合性を持っていること。 

（ウ）審査期間 

審査委員会は、学位論文審査の申請にかかる学位論文又は特定の課題について

の研究の成果の審査及び最終試験を、原則として当該学生の在学期間内に終了す

るものとする。 

（エ）審査結果の報告 

審査委員会は、学位論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び最終

試験又は学力の確認が終了したときは、該当する書類に、学位を授与できるか否か

の意見を添え、直ちに教授会に報告しなければならない。審査委員会は、教授会へ

の審査結果の報告にあたっては、分野会議の議を経て行うものとする。 

一 修士の学位にあっては、修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審

査の結果及び最終試験の結果 

（オ）学位授与の審議 

教授会は、報告に基づいて、学位を授与すべきか否かを審議し、その結果を学長

に報告し、当該学位の授与について意見を述べる。 

（カ）学位の授与 

学長は、上述の意見を聴いて学位を授与すべき者には、所定の学位記を授与し、

学位を授与できない者には、その旨を通知する。 

研究の倫理体制については、資料 15のとおりである。 
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（２）指導プロセス及び修了までのスケジュール 

○機械工学分野

（ア）授業科目の構成 

授業科目は、実験・演習科目(必修)と講義科目(選択)からなる。 

実験・演習科目すなわち〔機械工学特別実験第一、第二〕及び〔機械工学セミナ

ー第一～第四〕はいずれも必修科目であり、配属された研究室の指導教員のもとで

履修する。〔機械工学特別実験第一、第二〕は、指導教員との討論を通して、研究・

実験計画を検討し、これに基づいて各自が実行する。また、〔機械工学セミナー第

一～第四〕は、いわゆる輪講及び考究であり、原則として修士課程の２か年を通じ、

指導教員の研究室で行われる。しかし、場合によっては、専門の近い複数の研究室

で合同して行われることもある。 

講義科目はいずれも選択科目であり、教員の専門に基づいて開設されたもので

専門性が高い。講義科目を選択する上で参考となるように関連分野をコースに分

け下表に示す。また、講義の理解を深めるために学部における科目との関連性を図

に示した。自らの興味のあるコースを中心に視野が狭くならないように、学生自身

が自らの将来を考慮して系統的に選択することが重要となる。指導教員とよく相

談して講義科目を選ぶことを望む。 

（イ）研究指導及び修士論文 

３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は以下のとおりである。  

（a）研究室配属 

＜学内進学者＞ 

実務訓練、あるいは、課題研究発表後のテーマ説明会の後(３月) 

＜学外からの入学者＞ 

・高専専攻科出身者：修士課程入学試験合格内定時（７月） 

・他大学出身者：合格内定後、専攻主任または指導予定教員と協議の上、決

定（2〜3月） 

（b）日程（３月修了の場合） 

修士１年 ４月：指導教員の決定 

４月：研究テーマの決定 

なお、修士の中間審査を M１の 11月～M１の３月の間に実施する。 

修士２年 11月末～12 月上旬 ：学位申請書の提出 

12月上旬：審査委員候補者の選考（主査１名、副査２名以上） 

審査委員候補者の推薦（専攻主任→学長） 

１月：審査委員候補者の指名 

１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000 字程度）の提出 
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学位論文発表会 

学位論文の審査及び最終試験 

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議  

３月：学位記授与式 

学会等での発表在学中に修士論文の研究内容を、専門分

野の学会等で発表することが望ましい。 

○電気電子情報工学分野

（ア）授業科目の構成 

電気電子情報工学分野の専門教育科目、単位数、開講学期及びその担当教員は付

表のとおりである。 

（a）選択科目の選択方法については、履修案内を参照の上、指導教員の指導を受け

ることが望ましい。 

（b）「電気電子情報工学特別実験」は、修士課程における研究を開始するに必要な特

別実験であり、原則として指導教員が担当する。 

（C）「電気電子情報工学セミナー」は、各自の研究テーマ及びそれ以外の分野に関し

ても広く総 合的な知見が得られるように、雑誌会的な形式で本分野全教員の指

導のもとに実施するものである｡但し、セミナーの受講については以下の点に留

意すること。 

・セミナーは４科目必修とし、原則として番号順に受講すること。(但し､９月入

学者は、２学期にセミナーⅠから受講する。) 

・各学期に受講できるセミナーは原則として１科目に限る。 

・１つの学期にセミナーを複数受講しようとするときは、指導教員を通じてあら

かじめ分野での了承を得ること。 

（イ）研究指導及び修士論文 

修士論文は、修士課程の２か年を通じて、指導教員の研究指導を受けて研究した

成果をまとめるものであり、創造的な着想、清新な実験結果等が盛りこまれている

ことを条件とした厳格な審査基準によりその合否が判定される。 

本分野の修了資格は、履修案内に示された履修方法にしたがい、本分野の必修科

目９単位を含む 30単位以上を修得し、修士論文の審査及び最終試験に合格するこ

とである。３月修了者の履修･修了手続き等の標準的な日程は、以下のとおりであ

る。 

（a）研究室配属 

＜学内からの進学者＞学部３年２学期 

＜学外からの入学者＞修士課程入学後 
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（b）日程 

修士１年 ４月：指導教員の決定 

４月：研究テーマの決定 

２月：修士論文の中間発表（審査員２名） 

修士２年 ４月：指導教員の確認 

11月：修士論文の予備審査  

12月上旬：学位申請書の提出  

12月上旬：審査委員候補者の選考（主査１名、副査２名以上） 

審査委員候補者の推薦（専攻主任→学長）  

１月：審査委員候補者の指名  

１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000 字程度）の提出 

学位論文発表会  

学位論文の審査及び最終試験  

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議 

○情報・経営システム工学分野

（ア）授業科目の構成 

情報・経営分野では、データサイエンス、応用情報学、マネジメントを中心とし

た分野科目群を設け、情報技術の中心的分野である学習理論やデータマイニング、

また、情報技術の応用分野である人間工学やインタフェースについてより深く専

門的に学習します。さらに、高度情報化社会において重要な要素である経営戦略・

ビジネスモデル、また、よりグローバルな課題である持続可能性・エネルギー経済

についてより深く専門的に学習します。同時に、必修科目としてセミナーおよび特

別実験・演習科目を設け、指導教員の研究指導の下、データサイエンス、応用情報

学、マネジメントの専門知識を駆使して課題の探索・発見、課題解決の方針・計画

の立案・実行、結果の解釈・考察の各プロセスを独力で実施する実践的・創造的能

力を学習します。 

（イ）研究指導及び修士論文 

修士論文は、修士課程の２か年を通じて、指導教員の研究指導を受けて研究した

成果をまとめるものであり、厳格な審査基準によりその合否が判定される。 

３月修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は、以下のとおりである。 

（a）研究室配属 

＜学内からの進学者の場合＞学部３年２学期 
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＜学外からの入学者の場合＞修士課程入学後 

（b）日程 

修士１年 ４月：指導教員の決定 

５月：研究テーマの決定 

修士２年 ４月：指導教員の確認  

５月：研究テーマの確認  

７～８月：中間発表  

11月：修士論文の予備審査 

12月上旬：学位申請書の提出 

12月上旬：審査委員候補者の選考（主査１名、副査２名以上） 

審査委員候補者の推薦（専攻主任→学長） 

１月：審査委員候補者の指名 

１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000字程度）の提出 

学位論文発表会  

学位論文の審査及び最終試験  

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議 

○物質生物工学分野

（ア）授業科目の構成 

物質生物工学分野で用意されている講義、セミナー、実験等は十分な専門知識と

技術を習得できるように計画されている。 

（a）授業科目は、履修年度および履修学期が定められている。原則として履修年度及

び履修学期を変更することはできない。 

（b）各授業科目の選択方法、修士の学位を得るに必要な単位数等については、履修案

内を参照の上、指導教員の指導を受けることが望ましい。 

（c）「物質生物工学特別実験１、２」は、各教員がそれぞれの専門分野の題目を選択し

て随時開講する特別実験と各指導教員の研究室における特別実験とからなる。こ

れらは修士論文研究の基礎となる。 

（d）「物質生物工学セミナー１～４」は、いわゆる輪講及び考究であり、修士課程の２

か年を通じて指導教員の指導の下に行われる。各指導教員の研究室で行われること

が原則であるが、専門の近い複数の研究室で合同して行われることもある。 

（イ）研究指導及び修士論文 

修士論文は、修士２か年を通じて指導教員の研究指導を受けて研究した成果を

まとめたものであり、創造的な着想と結論付けるのに十分な科学的根拠が盛り込

まれていることを条件とした厳格な審査基準によりその合否が判定される。３月
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修了者の場合の履修・修了手続き等の標準的な日程は、次のとおりである。 

修士１年 ４月～５月：研究テーマの決定 

12月～１月：中間審査会 

修士２年 ４月～５月：研究テーマの確認 

12月上旬：修士学位論文審査申請書 

論文概要（300 字程度）を指導教員に提出 

１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨（1,000 字程度）の提出 

学位論文発表会 

学位論文の審査及び最終試験 

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議 

○環境社会基盤工学分野

（ア）授業科目の構成 

（a）環境社会基盤工学分野の修了資格は、必修科目９単位を含めて、付表中より 24単

位以上、各分野共通科目より６単位以上、合計 30単位以上を履修して、修士論文

の審査及び最終試験に合格することである。 

（b）[環境社会基盤工学セミナーI～IV]は、指導教員が担当する。いわゆる輪講及び考

究であり、指導教員の研究室で行われることが原則であるが、専門の近い複数の研

究室により合同で行われることもある。 

（c）[環境社会基盤工学特別実験・演習 I～II]は、主として指導教員が担当する。そ

れぞれの専門分野の題目を選択して随時開講する特別実験、あるいは演習とから

なる。 

（イ）研究指導及び修士論文 

修士論文は、修士課程の２か年を通して、指導教員の研究指導を受けて研究成果

をまとめたものであり、在学中の修士論文の研究内容を、専門分野の学会等で発表

することが望ましい。 

修士論文審査の標準的な日程（３月修了の場合） 

修士１年 ４月：指導教員の決定 

５月：研究テーマの決定 

２月～３月上旬：１年修了時研究成果発表会 

修士２年 ４月：指導教員の確認 

５月：研究テーマの確認 

10～11月：修士論文中間審査発表会 

11月末～12 月上旬 ：学位申請書の提出 

12月上旬：審査委員候補者の選考（主査１名、副査２名以上） 
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審査委員候補者の推薦（専攻主任 → 学長） 

１月：審査委員候補者の指名 

１月末～３月：学位論文、論文内容の要旨(1,000 字程度)の提出 

学位論文発表会 

学位論文の審査及び最終試験 

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議 

○量子・原子力統合工学分野

（ア）授業科目の構成 

量子科学技術や原子力工学は複数の専門分野を統合した学術である。この分野

を修了するには、必修科目８単位を修得しなければならない。俯瞰的に分野全体を

学ぶために、量子・原子力統合工学概論を履修することが望ましい。関係する専門

領域を偏りなく学ぶため、専門選択科目は①量子・放射線、②原子力技術、③原子

力安全に分類されており、各分類から４単位以上を修得しなければならいない。 

本分野に所属する学生が、他分野の開講科目をもって工学専攻の修了要件を満

たそうとする場合、先の要件を満たすと共に、指導教員の許可を得なければならな

い。 

セミナーは４科目必修とし、原則として番号順に受講すること。ただし、９月入

学者は２学期にセミナーIから受講する。各学期に受講できるセミナーは原則とし

て１科目に限る。１つの学期にセミナーを複数受講しようとするときは、指導教員

を通じてあらかじめ分野の了承を得ること。 

（イ）修士論文 

修士論文は、新規で独創的な実験事実または解析結果に基づき、異なる見解を有

する他人でも納得できる明快な論理で結論づけられている文章でなければならな

い。主、副指導教員の指導を受けながら研究活動を行い、中間発表、予備審査およ

び修士論文審査での発表と質疑で、主査、副査に対し結論を納得させる技量を習得

する必要がある。 

４月入学３月修了学生の標準的な日程は、以下の通りである。 

修士１年 ４月：指導教員の決定 

５月：研究テーマの決定 

修士２年 ５～10月：修士論文の中間発表 

11～12月：修士論文の予備審査 

学位申請書提出 

審査員候補者選考 

１～２月：学位論文、論文内容要旨提出 
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学位論文発表会 

学位論文審査及び最終試験 

学位授与の可否審査と審査結果の報告 

学位授与の審議 

（３）履修モデルにおける専攻分野及び基礎的素養を涵養する関連分野 

資料４～13：科目系統図に各分野における学部から大学院までの科目系統図を示す。 

学部では、１学年入学者（主として高校からの入学者）に対しては１年次に工学の基礎

科目である数学、物理、化学、生物を配置し、分野配属後の１年次２学期より分野毎の専

門基礎科目を学ばせることで、２年次からの各分野専門基礎科目の修得に繋げている。ま

た、２年次には数理データサイエンス科目を必修科目として開講し、全学生に数理データ

サイエンスの基礎を修得させている。３年次からは３年編入者（主として高専からの編入

生）と３年進級者に各分野で指導的技術者として必要な専門科目を開講している。３年次、

４年次には、専門科目を深めるとともに、分野毎に特化した数理データサイエンスに関す

る科目を受講し、実践的な情報技術の活用を学ぶ。また、環境、経営・経済等の工学以外

の科目を受講し、広い視野を持ち、総合的な判断力、創造的能力を身につける。４年２学

期からは実務訓練あるいは課題研究を履修することにより、大学院に進学後の実践的・技

術的感覚を養うこと等を学び、大学院における基礎研究及び開発研究の自立性を高める。 

これら一連の学修により専門分野の知識・理解を発展させ、大学院での修士研究の基礎

を培う。また、大学院においても共通科目（安全、経営・経済等）を履修することで、グ

ローバルな技術展開のできる指導的技術者の育成を目指す。 

各分野における履修モデル（工学部 各分野 → 大学院工学研究科工学専攻 各分野）を

資料 16に示す。 

なお、機械工学分野及び電気電子情報工学分野については、３年次より下記コースに分

かれる。 

○機械工学分野

３年次よりメカトロにクスコース、スマートファクトリーコース、環境・エネルギ

ーコースに分かれる。 

○電気電子情報工学分野

３年次より電気エネルギー・制御工学コース、電子デバイス・光波制御工学コース、

情報通信制御コースに分かれる。 
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⑥ 基礎となる学部との関係

図⑥-１ 改組後における工学部工学課程と大学院工学専攻（修士課程）の連続性 

○機械工学分野

本分野においては、学部で修得した専門知識・基礎的学力および実務訓練で体得した

実践的技術感覚をベースに、また、学部・修士一貫教育の趣旨を生かして、機械工業お

よび関連分野の諸問題に対応できる実践的・創造的能力を備えた指導的技術者の育成を

目指している。専門科目を、メカトロニクス、スマートファクトリー、環境・エネルギ

ーの３コースに分けており、一連のカリキュラムの履修を通して、以下の教育目的を掲

げている。 

（ア）機械技術者としての深い専門的能力 

（イ）広い視野から技術の動向、情報を収集する能力 

（ウ）社会の進展に対応して、独自の技術を開発・展開する実践的能力 

（エ）国際的に活躍できる高度な研究・開発能力 

（オ）技術者として人間の安全・健康・福祉について考えることができる倫理能力 

（カ）主体的・継続的に学習する能力 

（キ）国際的に通用するコミュニケーション能力 
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○電気電子情報工学分野

本分野においては、学部における３つのコースに連結するよう、電気エネルギーシス

テム・制御工学コース､電子デバイス・光波制御工学コース、情報通信制御システム工

学コースなる３つのコースを設置し、本学の基本理念である学部・修士課程一貫教育を

実践するとともに、より高度で学際領域の分野に対応させた教育・研究指導を行い、修

了後、社会に貢献できるような実践的・指導的技術者を育成することを目的としてい

る。 

「電気エネルギーシステム・制御工学コース」ではエネルギーに関する発生・輸送・

制御・システム・新材料などの新技術を、「電子デバイス・光波制御工学コース」では

半導体デバイス、光デバイス、高機能電子デバイスとその応用技術を、｢情報通信制御

システム工学コース｣ではマルチメディア通信やユビキタスネットワークに適した高度

情報通信・伝送技術、及びヒューマン・コミュニケーションに関する情報処理・計測技

術を、それぞれ総合的に学べるよう各科目が用意されている。 

○情報・経営システム工学分野

本分野では、独創的な情報技術あるいは経営モデルを研究・開発し、それらを新しい

製品・システム・サービス、あるいはビジネスとして実現しうる実践的能力を備え、国

際的に活躍でき、社会の持続的発展に貢献できる指導的な技術者・研究者・経営者を育

成することを目的としている。 

○物質生物工学分野

本分野は、学部・修士の一貫教育の趣旨を生かして、学部で修得した基礎学力及び実

務訓練（学力・研究力実証期間）で体得した実践的技術科学感覚をベースに高度な専門

科目の履修、セミナー及び修士論文研究を通して、新しい材料及び新しいプロセスの開

発を行う能力のある、創造的な技術者・研究者を養成することを目指している。本分野

では、修士課程を研究力発展期間と位置付けている。 

○環境社会基盤工学分野

環境社会基盤工学分野では、人類の健全な社会・文化・経済活動を支える種々の社会

基盤施設を、環境との調和を図りつつ適切に計画・設計・建設・維持するための専門知

識、及び、総合的かつグローバルな視点からサステナブルな社会へ貢献し、巨大災害へ

も対応できる実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者を育成することを目的

としている。 

講義、セミナー、実験等は、学部・修士一貫教育の趣旨を生かして、環境社会基盤工

学に関する高度な専門性を身につけ、総合的な知識が得られるように構成されている。 
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○量子・原子力統合工学分野

直接対応する学部分野はないが、量子・原子力統合工学分野の基礎は、電気、機械、

材料、土木建築などの広汎な技術を必要としており、原子力工学の基礎知識の修得は、

上記の各分野の知識を学ぶことで得られる。大学院での量子・原子力統合工学分野への

進学を希望する学生には、原子力基礎教育を目的として、学部に原子力安全工学コース

を設置して、体系的な学びを支援している。 
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⑦ 取得可能な資格

令和４年度以降入学者は、工学専攻において、修了要件単位含まれる科目のほか、教職

関連科目を修得することにより以下の国家資格を得ることができる。高等学校教諭専修免

許状を取得するには、高等学校教諭一種免許状の資格を満たした上で、修士課程の授業科

目の「工業の関係科目」24単位を修得しなければならない。 

・高等学校教諭専修免許状（工業） 

・高等学校教諭専修免許状（理科） 

・中学校教諭専修免許状（理科） 

また、所定の科目を修得し、修了後の実務経験により、第一種電気主任技術者免許の資

格を得ることができる。 

※ 高等学校教諭専修免許状、中学校教諭専修免許状については、教職課程認定審査を

申請予定。 
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⑧ 入学者選抜の概要

（１）工学研究科が求める学生（アドミッションポリシー） 

本学は、活力（Vitality）、独創力（Originality）及び世のための奉仕（Services）を

重んじる VOSの精神をモットーとし、データサイエンス、IoT等の情報技術を活用し、グ

ローバルな技術展開のできる高度な実践的・創造的能力を備えた指導的技術者・研究者の

養成を目指している。この目的を達成するために、本学は、大学院のすべての入学者に対

し、学士レベルの学修を継いで指導的技術者・研究者へと至る教育を行っている。 

そこで、本学は入学を希望する学生に対し、次のような能力と資質を求めている。 

・技術や科学に強い関心をもち、それにかかわる学習に必要な基礎学力をもつ人 

・知識をもとに思考を深めそれにより判断したことを適切に表現できる人 

・データサイエンス、IoT等の情報技術、及び分野融合技術を研究に活用する意欲のあ

る人 

・新しい分野の開拓や理論の創出、ものづくりに意欲をもち、技術や科学を通じて社

会に貢献したい人 

・自ら積極的に学習や研究に取り組み、問題解決のために多様な人々と協力できる人 

・優れた個性を発揮し、人間性が豊かで、責任感のある誠実な人 

これらに加えて、各分野において次のような学生を求めている。 

（各分野におけるアドミッションポリシー） 

〇機械工学分野 

機械工学分野では、環境・エネルギー問題、少子高齢化などの社会的課題の解決、技

術移転や起業支援など産業創成・活性化に貢献し、持続可能な社会の実現に向けて新し

い価値を創造するため、以下の各分野に関する専門基礎知識を軸とし、データサイエン

スや情報科学、ナノテクノロジー、バイオテクノロジーなどの複合的・発展的研究を通

じて、それらを応用して先進的なものづくりやこれまでにない技術を創出し新しい分

野を切り拓く実践的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の

持続的発展に貢献できる人材の育成を目指している。①メカトロニクスコース、②スマ

ートファクトリーコース、③環境・エネルギーコース 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・上記のそれぞれの分野で、高度な技術開発能力を備え国際的に活躍できる指導的

技術者を志す人 

・旺盛な好奇心を持ち、能動的・自主的に、困難な課題研究・解決に取り組む意欲

がある人 

・広く社会の要請に応えるため、機械工学分野以外の様々な分野にも関心を持ち、

自然科学の体系を系統的に理解し、それを応用して新しい技術を創造する意欲が
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ある人 

・英語や国語、専門知識などを駆使する国際的コミュニケーション能力を獲得して、

様々なものの考え方や文化を理解し強調してグローバルな分野で活躍すること

を目指す人 

〇電気電子情報工学分野 

電気電子情報工学分野では、データサイエンス、IoT等の情報技術を活用し、社会に

広く貢献できる実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究

者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指している。①電気エネルギー・制

御工学コース､②電子デバイス・光波制御工学コース、③情報通信制御工学コースを設

置し、それぞれ、1）エネルギーに関する発生・輸送・制御システム・新材料などの新

技術、2）高度情報化・効率的エネルギー・安全安心を指向した社会を支える電子・光

等の複合機能を持つ先端デバイス技術、3）マルチメディア通信やユビキタスネットワ

ークに適した高度情報通信・伝送技術・制御技術、及びヒューマン・コミュニケーショ

ンに関する情報処理・計測制御技術を系統的に学べるよう各科目が用意されている。そ

れぞれ、より高度で学際領域の分野に対応させた教育・研究指導を行う。 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・電気・電子・情報工学分野に関係する研究に強い関心を持ち、その発展に寄与す

る意欲のある人 

・数理データサイエンスの素養を高度に磨き、研究で活用する意欲のある人 

・旺盛な好奇心を持ち、積極的に学修及び研究に取り組む意欲のある人 

・日本語及び英語を用いて、自らの考えを文書や口頭で理論的に表現できる能力を

高め、当該分野で活かす意欲のある人 

〇情報・経営システム工学分野 

情報・経営システム工学分野では、超スマート社会構築と持続可能な発展を実現する

ために、システム開発、データ分析、革新的技術・ビジネスモデルの創出、プロジェク

ト管理、経営戦略の策定と推進に欠かせない高度な専門性と創造的・実践的能力を備え

た、国際的に指導力を発揮できる高度 IT人材・研究者・経営者、社会の持続的発展に

貢献できる人材の育成を目指している。 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・文理融合の視点を備えつつ、人と社会の発展に情報技術や経営学の側面から寄与

する意欲のある人 

・自然科学を体系的に理解し、それを応用して新しい技術を創造する意欲のある人 

・社会科学に関する基礎を理解し、それらを応用する意欲のある人 

・旺盛な好奇心を持ち、能動的、自発的に課題研究・解決に取り組む意欲のある人 
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・技術を科学的に捉えるための数学、物理、化学の基礎を理解し応用する意欲のあ

る人 

・英語や国語の学習に積極的に取り組み、高度な表現力を身に付ける意欲のある人 

・専門知識などを駆使した国際的コミュニケーション能力を高める意欲がある人 

〇物質生物工学分野 

物質生物工学分野では、物質科学・バイオテクノロジーに係わる知識の徹底的習得、

研究プロジェクトへの参画による創造的研究の遂行、研究成果を国際的に強い印象で

伝えるプレゼンテーション能力の養成等の項目に重点を置いた創造的教育により、情

報技術を活用し、未来の産業創造と社会変革の主役となる最先端材料の開発やその生

産プロセスの革新に自ら挑戦できる実践的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的

技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指している。 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・物質科学、バイオテクノロジーにおける各専門分野で、高度な技術開発能力およ

び実践能力を備えた、世界を舞台に活躍できる指導的技術者を志す人 

・旺盛な好奇心を持ち、人類が末永く幸せに暮らせるための未来材料の開発に取り

組む意欲がある人 

・自然科学の体系を系統的に理解し、情報技術に関する素養を持ち、それを技術開

発に応用する意欲がある人 

・英語、国語および専門知識を駆使した国際的コミュニケーション能力の獲得に意

欲がある人 

〇環境社会基盤工学分野 

環境社会基盤工学分野では、人類の健全な社会・文化・経済活動を支える種々の社会

基盤施設を、情報技術を活用し環境との調和を図りつつ適切に計画・設計・建設・維持

するための専門知識、及び、総合的かつグローバルな視点からサステナブルな社会へ貢

献し、巨大災害へも対応できる実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍できる指導

的技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指している。 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・総合力：自然環境、人類の文化的・経済的活動と社会基盤技術との関連を常に意

識して、物事を多面的に考えるとともに、人々の幸福と福祉について総合的に考

える素養をもつ人 

・責任力：社会基盤技術が社会や自然環境に及ぼす影響を理解し、社会基盤に関わ

る技術者、研究者は自らの技能と学識を行使して社会に奉仕する責任があるこ

と を自覚している人 

・基礎力：基礎的な数学や物理等の自然科学の素養、及び ICT、AI等の情報技術に
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関する素養を持ち、それらを社会基盤技術に応用する意欲をもつ人 

・専門力：社会基盤に関わる専門分野の知識を修得し、問題の解決に応用する意欲

をもつ人 

・解決力：直面した問題を正しく認識して制約条件を考慮し、社会基盤に関わる専

門的な知識・技術を結集して課題を探求し、具体的な方針を組み立て、文理融合

を目指し多面的に考察するとともに、必要に応じて他者と協力して解決する意

欲をもつ人 

・説明力：理論的な記述力、口頭発表能力、コミュニケーション能力、及び、国際

的に通用する技術者としての語学力を身につける意欲をもつ人 

・学習力：実社会において最新の高度な専門技術、学識を修得するために、自ら積

極的に継続して学習や研究に取り組む意欲をもつ人 

・行動力：与えられた制約条件の下で計画的に作業を進めて結果を取りまとめると

ともに、その成果を積極的に公表したり実際問題に応用したりする能力を身に

つける意欲をもつ人 

〇量子・原子力統合工学分野 

量子・原子力統合工学分野では、原子力知識とシステム安全知識両方を習得し、もし

くは、次世代核エネルギーと加速器・放射線に関する知識を有した上で、国際通用性を

持つ高度な技術能力を身につけ、社会・地域の発展と問題解決に意欲を持って、社会に

貢献できるような実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研

究者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指している。 

そのため、次のような学生を目指し広く求める。 

・量子理工学（粒子加速器、放射線応用、核融合、先進材料など）と原子力工学（原

子力発電、燃料サイクル、基盤材料、原子炉利用など）に関係する研究に強い関

心を持ち、その発展に寄与する意欲がある人 

・研究活動に必要となる物理、電気、機械、化学、材料、土木・建築、情報、又は

生物工学分野に関する専門科目を修得している人 

・旺盛な好奇心を持ち積極的に学習及び研究に取り組む意欲のある人 

・グローバルな技術者・研究者として日本語及び外国語を用いて、自らの考えを文

書や口頭で論理的に表現でき、社会とのコミュニケーションに意欲のある人 

（２）入学者選抜の概要 

本学では、アドミッションポリシーに基づき、一般入試、学内推薦入試、学内学力入試、

高専専攻科修了見込者推薦入試、社会人入試、外国人留学生入試により入学者を選抜する。 

①一般入試
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・口述試験及び面接の各結果と提出された調書等の内容を総合して行う。 

②学内推薦入試

・面接試験（外国語科目および専門科目の筆記又は口述試験を含む）

③学内学力入試

・口述試験及び面接の各結果と提出された調書等の内容を総合して行う。

④高専専攻科修了見込者推薦入試

・面接及び提出された書類の各結果を総合して行う。

⑤社会人入試

・口述試験及び面接の各結果と提出された調書等の内容を総合して行う。なお、口述試

験には、提出された業績報告書の内容についての試問も含む。 

⑥外国人留学生入試

・英語又は日本語による口述試験及び面接の各結果と提出された調書等の内容を総合

して行います。 

（３）募集人員 

現在は専攻別に募集を行っている。今回の改組では、社会の変化、多様化・複雑化する

課題に迅速かつ柔軟に対応し、新たな課題に対応する素養を持ち、新たな産業分野を牽引

する技術者を育成するための教育が求められていることから、従来の専攻の壁を取り払

った専攻の大括り化を進める。 

各学年の募集人員等については、以下のとおり。 
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分 野 
入学 
定員 

募集人員 
（目安） 

一般入試、 
学内推薦入試、 
学内学力入試 

社会人入試、
外国人留学生
入試 

高専専攻科
修了見込者
推薦入試 

工学専攻 

機械工学分野 94人 94人 

電気電子情報工
学分野 

104人 104 人 

情報・経営シス
テム工学分野 

404人 50人 50人 若干人 若干人 

物質生物工学分
野  

87人 87人 

環境社会基盤工
学分野 

54人 54人 

量子・原子力統
合工学分野 

15人 15人 

システム安全工学
専攻 

15人 15人 15人 若干人 若干人 

計 419人 419人 419 人 

表⑧－１：工学研究科工学専攻（修士課程）の入学定員及び募集人員 

表⑧－２：工学研究科修士課程 入学定員について 
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⑨ 教員組織の編成の考え方及び特色

（１）教員組織の編成の考え方 

本学は平成 27年度に教員組織体系を見直し、平成 27年度の大学院改組により発足した

教育組織（専攻と称する学生所属組織）と教教分離する教員組織（技学研究院と称する教

員所属組織。教養科目を担当する基盤共通教育部の教員も、専門分野の教員とともに技学

研究院に所属。）を設置した。全ての教員が技学研究院と産学融合トップランナー養成セ

ンターに所属し、大学院教育を担当する。それぞれの専門分野における専門性と、これま

での教育実績を十分に考慮した上で編成した。なお、教育課程の中心となる専攻教育の主

要な科目には、本工学専攻の専任の教授、准教授及び講師を中心に配置し、専任の助教も

協力して工学専攻教育を実施する体制を構築している。 

また、国立大学法人長岡技術大学職員就業規則（資料 17）第 19条の規定により、本学

における教授、准教授及び講師の定年は満 65歳、助教及び助手の定年は 60歳である。た

だし、助教及び助手が引き続き雇用を希望したときは、１年を超えない範囲内で任期を定

め採用（以下「再雇用」という。）し、満 65歳まで再雇用教員として教育研究に携わるこ

とができる。 

教員配置に関しては、学部教育との６年一貫教育を考慮すると同時に、量子・原子力統

合工学分野を加えた大学院設置の趣旨及び特色を踏まえ、専門性、学際性及び実践性を両

立するため、実学専門の観点から６つの工学分野への配置を行っている。 

なお、大学院主指導教員は「機械工学」「電気電子情報工学」「情報・経営システム工

学」「物質生物工学」「環境社会基盤工学」「量子・原子力統合工学」の６つの教育研究分

野のいずれかの主担当を担うと同時に、他分野の研究指導を副指導教員として担当できる

分野横断型の体制としている。 

（２）教員の年齢構成 

表⑨-1 に大学院工学研究科工学専攻（修士課程）の開設年度（令和４年４月１日時点）

および完成年度（令和６年３月 31日時点）における専任教員の構成を示す。本学の工学専

攻の開設年度における専任教員は 151名であり、うち教授 46名、准教授 63 名、講師２名、

助教 39名、助手１名となっている。完成年度時点でも人数の変更はない。 

大学院工学研究科修士課程担当専任教員の年齢構成については、完成年度時点で、30代

が 26名、40代が 50名、50代が 52名、60代が 24名となっている。このように、教育研

究水準の維持と活性化に十分な年齢構成となっている。なお、令和６年３月に２名の教員

が定年により退職となる予定であるが、その後任は年齢構成、男女比等を考慮して適宜採

用する。 
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表⑨-1 大学院工学研究科工学専攻（修士課程）の開設年度（2022 年） 

および完成年度（2023年）における専任教員の構成 

（３）教員組織編成の特色 

本学の中心となる学問分野「工学」は、機械工学、電気電子工学、情報工学、経営シ

ステム工学、物質材料工学、生物工学、建設工学、システム安全工学などのディシプリ

ンをベースとしている。これらの工学分野は e-CSTIの「産業界の業務および事業展

開・成長に重要な専門知識分野」にて掲げられている産業界の主要な業種に対応する学

問分野である。一方、総合科学として、工学諸分野はもとより、人文社会科学分野にも

またがる幅広い分野を包括しながら、専門性・学際性・国際性・先導性を有する人材を

育成するため、技学研究院の教員組織は教養分野も含めた様々な専門分野の教員から構

成されている。改組前の各専攻の教育を担当する教員が、工学専攻設置後も引き続き、

各工学分野の教育を担当し、人文社会科学分野を中心とする共通科目については、基盤

共通教育部の教員が担当する。 

年齢 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

60~65 13 4 0 0 0 17

50~59 30 15 0 9 0 54

40~49 3 37 1 9 1 51

30~39 0 7 1 20 0 28

<30 0 0 0 1 0 1

合計 46 63 2 39 1 151

年齢 教授 准教授 講師 助教 助手 合計

60~65 23 5 0 1 0 29

50~59 23 18 0 10 0 51

40~49 0 35 1 9 1 46

30~39 0 5 1 19 0 25

<30 0 0 0 0 0 0

合計 46 63 2 39 1 151

令和4年4月1日における教員構成

令和6年3月31日における教員構成
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⑩ 施設・設備等の整備計画

（１）校地、運動場の整備計画 

本学は学術研究を生み出すための現場での活動を重視しており、実践を通じて「考え

だす力」を育むことが「技学」教育の基本構想の根幹としている。そのため、教育研究

に必要な施設として、研究棟の他に実験・実習に関する施設を重視して整備している。 

キャンパスは、用途ごとにゾーン分けをし、整然と施設整備がなされている。教育研

究ゾーン・実験実習ゾーンには校舎群及び専門的な研究を行う施設を整備している。共

通ゾーンには図書館の他、福利棟・体育保健センター等の福利厚生施設を整備している。

住居ゾーンには、学生寮や国際交流会館などが整備されている。 

運動場については、体育館（2,715㎡、武道場・屋内プール・トレーニングルームを

併設）の他、屋外体育施設ゾーン（92,712㎡）に陸上競技場・多目的広場・テニスコー

ト・野球場・ラグビー場・ゴルフ練習場・弓道場が整備されている。また、課外活動関

係施設が３棟（計 1,043㎡）整備されている。これらは正規の授業の他、課外活動に利

用されている。 

学生が休息するスペースについては、キャンパスの中心に位置する屋外広場を利用

できるほか、福利棟や主な建物にはリフレッシュルーム・談話スペース等を設けている。 

（２）校舎等施設の整備状況 

講義室については、既存講義棟の講義室を利用する。講義室には音響設備・液晶プロ

ジェクター・ＤＶＤプレーヤー・出欠管理カードカードリーダー等を備えている。 

室名 面積 収容人数 室名 面積 収容人数 

Ａ講義室 ３５８㎡ ３３０名 ２０５講義室 ７９㎡ ６８名 

Ｂ講義室 １８３㎡ １５６名 ２０６講義室 ７９㎡ ９６名 

Ｃ講義室 １１２㎡ ６０名 ２０７講義室 ８０㎡ ７０名 

Ｄ講義室 １５７㎡ １４４名 ２０８講義室 ７８㎡ ６９名 

Ｅ講義室 ２０５㎡ ２０３名 ２０９講義室 ７８㎡ ６９名 

Ｆ講義室 ２０８㎡ ２０２名 ２１０講義室 ８０㎡ ６９名 

１０３講義室 １０６㎡ １００名 ３０１講義室 ５２㎡ ３８名 

１０４講義室 ７８㎡ ６９名 ３０２講義室 ５２㎡ ３８名 

１０５講義室 ７８㎡ ６９名 ３０３講義室 ５２㎡ ３８名 

１０６講義室 １０６㎡ ９２名 ３０４講義室 ５４㎡ ３８名 

２０１講義室 １０４㎡ １０１名 ３０５講義室 ５４㎡ ３８名 

２０３講義室 ８６㎡ ７５名 

既存講義棟には、アクティブ・ラーニング・スペースとして、以下のスペースがある。 
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室名 面積 収容人数 室名 面積 収容人数 

ＡＬ１ １５３㎡ ５２名 ＡＬ３ ８２㎡ ３６名 

ＡＬ２ １０４㎡ ４８名 

学生が自由に使用できるスペースとして、「ＥＧＧルーム」（１６３㎡）がある。 

その他、キャンパス内には共通利用が可能な講義室・ゼミ室・演習室等が５５室（約

4,200㎡）あり、有効に利用されている。 

研究室・実験室については、既存の各室を使用することが可能であり、充分に確保さ

れている。併せて学内施設の利用状況を調査し、効率的な利用を図っている。 

大学院生の研究室（自習室）等については、既存の各研究室・自習室を使用すること

が可能であり、充分に確保されている。併せて学内施設の利用状況を調査し、効率的な

利用を図っている。 

各部屋の見取図は資料 18のとおりである。 

（３）図書等の資料及び図書館の整備計画 

以下に基本方針を示す 

・開かれた大学の図書館として、大学における教育・研究に必要な学術情報を広く

収集・蓄積し、本学・高等専門学校及び地域社会の利用に供する 

・学内の学術情報を一元的に集中管理し、24 時間開館利用体制のもとに共同利用

を図ると共に、他大学図書館との相互協力を効率的かつ経済的に行う 

・電子化等により図書館業務の合理化・省力化を促進し、もって図書館サービス機

能を可能な限り拡大する。 

・図書館を全学における「情報・うるおいセンター」たらしめるため、図書館各施

設の環境・設備・調度等について充分な注意をはらい、落ち着いた雰囲気の中で、

ゆっくりと学習・研究できるようにする。 

この基本方針のもと、以下の取組を行っている。 

１）図書等の資料 

全蔵書数は、図書約 166,000 冊、電子ジャーナル約 6,300 タイトルを保持す

る。文献検索のために複数のデータベースを契約しており、本学に所蔵していな

い文献は、Webから借用・複写依頼を行える。また、学生が直接図書館に購入希

望図書を申し込めるなど、学生・教職員の要望にこたえる体制を整えている。 

その他、全国の高等専門学校とは、統合図書館システムの構築・電子ジャーナ

ルのコンソーシアムを形成するなど、連携を行っている。 

２）図書館の整備計画 

閲覧室は 309席確保している。アクティブ・ラーニング・スペースとしてグル

ープ閲覧室 157 ㎡を設けており、学生間の相互教育による自習をバックアップ
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できる施設としても利用可能である。 

また、館内はすべて無線 LANの利用が可能となっている。 
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⑪ 管理運営

（１）大学のガバナンス 

長岡技術科学大学は、社会の変化を先取りする“技学”（技術科学）を創成し、未来社

会で持続的に貢献する実践的・創造的能力と奉仕の志を備えた指導的技術者を養成する

ため、諸活動の不断の自己点検・評価等を実施するとともに、大学の教育研究活動状況を

調査・分析し、これらの結果を教育研究の質の向上や大学運営の改善に活用している。 

本学は、工学系単科大学であることから、教授会及び代議員会は全学の専攻、学内組織

のメンバーから構成され、学内の意思決定及び大学運営に係る情報が全教職員に共有さ

れている。また、代議員会と教育研究評議会の構成員で重複する者が多いため、教育研究

評議会で決定した教育研究の重要事項が迅速に全学的に周知徹底されている。 

本学では、経営協議会の学外委員の選任に当たっては、本学のミッション及び目指す方

向を鑑み、産業界、地域自治体、高等教育、国際連携等の各分野から候補者を選考し、教

育研究評議会の意見を聴いて学長が任命している。同協議会では、法令で定める審議事項

のほか、本学が推進する事業や、事業運営の課題について、学外委員との意見交換の場を

設け、多様な観点からの意見を聴取し、教学に関する運営にも生かしている。 

また、大学としての意思決定及び執行が迅速かつ的確に行われるよう、役員、副学長及

び学長補佐を構成員とする大学戦略会議を月２回開催し、大学経営及び教学運営に関す

る重要事項について情報共有し、学長の意思決定を支援し、業務執行状況を確認している。 

（２）教授会及び代議員会 

教授会の審議事項は、学生の入学、卒業及び課程の修了、学位の授与、教育課程の編成、

教員の教育研究業績の審査、学生の懲戒に関する事項、組織の運営に関わる事項等とし、

組織運営の重要事項と学位の授与以外の事項について代議員会に委任している。教授会

は、工学系単科大学ということもあり、学長、副学長並びに専任の教授、准教授、講師及

び実務家教員をもって構成し、学長が議長となる。教授会の開催は、学位の授与に係る審

議事項のある原則６月、７月、９月、１２月、３月に開催する。 

代議員会の審議事項は、上述のとおり組織運営の重要事項と学位の授与以外の事項と

している。代議員会は、学長、副学長、附属図書館長並びに分野長、基盤共通教育部長及

び各分野、基盤共通部から１人又は２人の教授及び各分野、基盤共通部から１人の准教授

又は講師で構成し、学長が議長となる。代議員会は教授会の開催されない月に開催する。 
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（３）副学長、学長補佐及び常設委員会 

学長のリーダーシップの下、大学のガバナンスを円滑に行うため、学長を補佐・支援す

る副学長５名が任命され、教学運営を担っている。また、学長の職務のうち特定事項につ

いて学長を補佐するため、学長特別補佐３名、学長補佐８名を置く。本学は工学系単科大

学のため、学内委員会等はすべて全学委員会等として位置づけられ、主要な学内委員会等

（教務委員会等）の審議結果は教授会や代議員会に上程され、全学に情報共有されている。

また、主要委員会等の長は、副学長又は学長補佐が務め、学長のリーダーシップが適切か

つ迅速に実施される体制となっている。 

（４）教学マネジメント 

本学では、養成する人材像や大学の理念を踏まえた、体系的な教育課程の編成、組織的

な教育の実施等、迅速・効率的な教学マネジメントを実現するため、５人の副学長で「教

育研究企画、評価、学生支援、男女共同参画、研究企画、産学地域連携、SDGs、教務、高

専連携、広報、国際連携、校友会、入試、IR」を分担し、学長を補佐し教学運営を担うと

ともに、主要学内委員会の委員長を務めるなど、学長の意思決定と業務遂行を支援する体

制としている。 

（５）人事給与システム 

長岡技術科学大学では、教員一人ひとりが高いモチベーションを維持し、技術科学の

推進と教育研究の向上を図るため、令和２年４月から、外部資金の獲得実績による手当

の新設を含む新しい評価基準に基づく新年俸制度を導入し、以降の採用者及び希望する

在職教員に適用させた。さらにクロスアポイントメント制度やテニュアトラック制度等

を活用し、若手、女性、外国籍といった多様で優秀な人材の確保につながる人事給与マ

ネジメントシステムを実践している。 
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⑫ 自己点検・評価

（１）全学の自己点検・評価 

本学の自己点検・評価については、長岡技術科学大学自己評価規則において、教育研究

活動等の状況について自ら点検及び評価を行うことにより、教育水準の向上と研究活動

の活性化を図るとともに、本学の目的及び社会的使命の達成を積極的に推進することを

目的として定めている。また同規則では、自己評価の企画、立案及び実施にかかる総括並

びに第三者評価への対応は、大学評価委員会が行うと規定している。 

大学評価委員会においては、その所管を長岡技術科学大学評価委員会規程で規定し、副

学長 2 名、事務局長及びその他学長が必要と認めた教員 2 名が、自己評価規則が規定す

る 10の項目（①目標に関すること、②教育に関すること、③研究に関すること、④社会

との連携に関すること、⑤国際交流に関すること、⑥業務運営に関すること、⑦財務に関

すること、⑧自己点検・評価及び情報の提供に関すること、⑨施設整備に関すること、⑩

安全管理に関すること）に加え、第三者評価にかかる、国立大学法人評価委員会、学校教

育法 109 条第 2 項に定める認証評価機関等が行う本学の職員以外の者による評価と検証

に対応する。さらに自己評価規則では、大学評価委員会での検証結果を学長に報告するこ

とで内部統制を図り、また、検証結果及び評価結果を内外に公表して大学の透明性を確保

している。 

大学評価委員会は、内部質保証を確実なものとするために、中期目標・中期計画及び年

度計画を中心とした実績・進捗状況を適時各委員会等に求め、検証し、軌道修正が必要な

事業については学長主導で改善指導を行うなどの対応をとっている。 

令和元年度には、学校教育法第 109条第 2項の規定に基づき、大学改革支援・学位授与

機構の認証評価を受審し、同機構が定めた大学評価基準を満たしているとの評価結果を

得た。加えて、領域 4 では 1 つの取組が、領域 6 では 5 つの取組が優れているとの評価

を受けている。認証評価が 3巡目を迎え、内部質保証に焦点を当てた今回の評価に際し、

大学評価委員会が中心となり内部質保証に責任を持つ体制の検証と規定等の整備を関係

委員会と協議し、また、ディプロマ、カリキュラム及びアドミッションの各ポリシーが具

体的かつ明確に策定されているかにも重点を置き検証を行い、認証評価の各基準を満足

するための対応を適時行った。 

さらに本学では、平成 30年度、自己評価規則及び長岡技術科学大学外部評価実施要項

に基づき、民間企業出身者及び高等教育機関関係者等を委員とした外部評価を実施した。

外部評価委員会の開催にあたっては、平成 28 年度に設置した IR 推進室が収集したデー

タを基に本学の現状を視覚化した外部評価自己点検書を基に、各委員と意見交換し、教育、

研究、産学連携、高専連携及び大学運営の分野別で評価を受けた。評価内容は大学ホーム

ページを通じて学外に公表するとともに、さらに収集した客観的データを参考に改善案

を策定・提言を行っている。 
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⑬ 情報の公表

学校教育法第 113 条と学校教育法施行規則第 172 条の２で定められた教育研究活動等の

状況に関する情報について以下のとおり大学のホームページ上で公開している。 

１）大学の教育研究上の目的に関すること 

２）教育研究上の基本組織に関すること 

３）教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

４）入学者に関する受入れ方針及び入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又

は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関す

ること 

５）授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

６）学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

７）校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

８）授業料、入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 

９）大学が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

上記１）～９）については、 

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/kyouikujyouhou.html 

１０）その他 

○学則等各種規程

https://education.joureikun.jp/nagaokaut/

○学部等の設置に関する情報

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/jyoho/jyohokoukai/jyouhou_n.html

○中期目標・中期計画・年度計画、大学機関別認証評価、自己点検・評価等

https://www.nagaokaut.ac.jp/annai/keikaku/index.html
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⑭ 教育内容等の改善のための組織的な研修等

（１）全学的な取組 

長岡技術科学大学では、学内共同教育研究施設として、学部及び大学院における教育方

法改善に係る調査・研究、企画及び実践等を通じ技術者教育の総合的な推進を図ることを

目的とする「教育方法開発センター」を設置している。同センターでは、授業及び研究指

導の内容又は方法の改善を図るための「授業スキルアップ研究会」や「FD 講演会」、「公

開授業・FDしゃべり場」等の企画・実施を行っている。 

教育効果測定の方法改善及び分析に関することとして、授業アンケートを実施してお

り、学生からのアンケート結果は各科目担当教員へフィードバックして授業改善に役立

ててもらうとともに教員に対してもアンケートを行っている。その結果は、授業アンケー

ト結果と併せて教育方法開発センター会議で報告され、その後の FD活動の企画立案に活

用している。 

また、新採用となった教員を対象に「技術教育」のための職能を研くことを意識しなが

ら自分を研いていくためのガイダンス的役割を果たす「技術教育フロンティアプログラ

ム」を実施している。受講者は用意されたコンテンツの受講によりポイントを獲得し、定

められたポイント数を獲得した者を「技術教育フロンティア」として認定している。 
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United Nations Academic Impact 
Hub for SDG 

for 2021-2024. 

Ramu Damodaran 
Chief, United Nations Academic Impact  
Department of Global Communications
United Nations

Nagaoka University of Technology, Japan
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United Nations Academic Impact 
Hub for SDG 9

In recognition of the research, innovation   
and scholarship undertaken in support of this SDG, 
United Nations Academic Impact welcomes

as its hub for Sustainable Development Goal 9
for 2018-2021. 

Ramu Damodaran 
Chief, United Nations Academic Impact  
Department of Public Information
United Nations

Nagaoka University of Technology, Japan
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産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野 

２．出展 

内閣府 e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp） 

３．引用範囲 

人材育成に係る産業界ニーズの分析 

内閣府 平成 31 年度（2019 年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と

教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」 
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

＜大学院工学研究科工学専攻（修士課程）＞ 
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の客観的な根拠 ---------------------------------------------- 7 
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１．学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 

（１）学生の確保の見通し 

ア．定員充足の見込み 

①入学定員設定の考え方

大学院工学研究科工学専攻（修士課程）の入学定員は 404 名とする。これまでの７専攻

の入学定員 404名と同数である（令和３年度設置のシステム安全工学専攻を除く）。入学者

として想定されるのは、これまで同様、大多数を占める内部進学者に加えて、高専専攻科

生、留学生、社会人である。志願者・入学者の結果など、客観的データから示される学生

確保の見通しは以下のとおりである。 

②定員充足の見込み

本学の工学研究科修士課程の入学試験結果（平成 28年度～令和２年度）から、７専攻の

入学定員 404 名に対して過去５年間の平均志願者は 497 名と大きく上回っている。このよ

うに志願倍率は 1.23倍と安定的で、入学者については定員を確保している。 

イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

①入試実績からの学生確保の見通し

「大学院工学研究科修士課程志願状況」を客観的データとして、学生確保の見通しにつ

いて検討した。７専攻の入学定員 404 名に対応した５年間の志願者数、入学者数、定員充

足率の推移を次に示す。 

表１-１ 大学院工学研究科修士課程 入学志願状況 

直近５ヶ年の 1年次入学者は平均 441人と定員を上回っている。志願者数も直近５ヶ年では、

平均 497 人とそれぞれ入学定員を上回っている。今後も、より多くの学生に入学してもらえる

ような取り組みを積極的に実施することで、入学定員 404 名を上回る学生が確保できると考え

る。工学部において、従来の６課程を大括り化し工学課程を設置することに合わせて、工学研

究科修士課程においても、７専攻を大括り化し工学専攻を設置する。各工学分野の連続性を担

保するとともに、IT技術を含めたリベラルアーツ教育の充実による俯瞰的視野の涵養、企業技

H28 H29 H30 R1 R2

入学定員（人） 404 404 404 404 404 404

志願者数（人） 493 520 544 488 441 497

入学者数（人） 442 453 483 430 397 441

志願倍率 1.22 1.29 1.35 1.21 1.09 1.23

定員充足率 1.09 1.12 1.20 1.06 0.98 1.09

長岡技術科学大学
入学年度

5年平均
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術者を客員教員として迎え、新たな技術開発の社会実装化を目指した産学連携研究の推進によ

る実践力の向上、海外リサーチインターンシップを活用したグローバル化に向けた対応力の養

成等を促し、学生にとって魅力ある教育研究環境を整備する。 

上記表の内訳として専攻毎の過去５年間の入学定員・入学者数・充足状況を資料１に示す。 

ウ．学生納付金の設定の考え方 

本学の学生納付金は、授業料年額 535,800 円、入学料 282,000円であり、「国立大学等の

授業料その他の費用に関する省令」で規定する国立大学法人の標準額と同額に設定してい

る。 

（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 

本学における大学院工学研究科修士課程の学生確保に向けた取組みを以下に示す。 

◇パンフレット等を用いた広報 

「大学案内」、「学生が書いた研究室ガイドブック」を作成し、全高専に配布するととも

にホームページに公開している。パンフレットでは、本学進学のメリット（教育研究、生

涯賃金など）や具体的な就職先、先輩からのメッセージを紹介し、高専専攻科学生の本学

進学に向けた意識向上を図っている。今後も高専への広報活動を強化し、学生確保を図る。 

◇大学の見学 

長岡技術科学大学では、入試広報活動の一環として、高専専攻科生、PTA の大学見学を受

け付け、「大学案内」や「ホームページ」では分からない本学の雰囲気を直接体験してもら

っている。 

◇オープンキャンパス 

県内外から参加してもらう高専生に加え、全国の高専専攻科指導教員に対しても、本学

の特徴や強みを知ってもらえるようにしている。2019 年度のオープンキャンパスでは約

1,000 名が参加。2020 年は WEB オープンキャンパスを開催し、以下について、ホームペー

ジ・動画等により紹介を行った。 

①公開研究室：120以上ある研究室の中から、令和２年度は約 30の研究室を公開し、学

生・教職員が、研究内容を分かり易く紹介した。

②学生宿舎等紹介：５棟の宿舎を紹介。全ての宿舎がキャンパス内にあり、研究に集中

できる環境が整っていることを紹介した。

◇進学説明会 

各地で開催される「進学説明会」に参加。毎年新潟県内で５回、東京及び大阪で各１回。

各参加会場ではブースにて教職員による大学・大学院の説明、個別相談及び資料の配付を

行ない、入試の過去問題も配付している。 
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◇大学紹介動画 

本学の 13本の大学紹介動画で各課程・専攻、学内施設や実務訓練などの本学の特色につ

いて紹介している。本学が設立されるまでの歴史から、開学当時の様子や福利棟、学生宿

舎等の生活環境についても紹介している。 

◇教員交流研究集会 

高専と長岡技大の研究交流の一層の活性化を目的として、専攻毎に２年に一度教員交流

研究集会を開催している。毎回、時期にあった教育研究に関連するテーマを決めて議論す

るとともに、本学に在籍する高専 OBと高専生が研究発表する場も設け、本学への理解を深

めてもらい、編入学生の確保に繋げている。 

◇高専訪問・出前授業 

本学では、高専の教職員・学生に本学をより理解してもらうために、教員が高等専門学

校に訪問し、大学全体、専門分野の履修内容、研究内容、学生生活等の説明及び講義（出

前授業）を行い、編入学生の確保に繋げている。 

◇高専の所在する地域の自治体や企業への取組み紹介の強化 

本学における地域は新潟だけではなく、全国高専の所在する産業集積地域であり、高専

とともに共栄することを目指している。例えば、鹿児島県長島町とは 2017年に鹿児島高専

と本学との間で包括的連携に関する協定を締結し、地域社会の発展に協力する取組みを行

っている。その他にも函館高専と包括的連携に関する協定を締結し、函館地域においても

連携強化を図っている。高専とともに共栄するためには、本学の想定する地域が若者にと

って魅力的である必要があることから、今後は本学の教育研究の紹介、本学の強み、長岡

市や鹿児島県長島町等の地域貢献実績等に関する紹介を高専の所在する地域の自治体や企

業へ高専とともに実施し、理解を促すとともに強い絆を構築する。これにより、学部に新

設する技術革新フロンティアコースに対する認識を高め、本コースへ進学する学生の確保

に努める。また、リカレント教育として大学院への学び直しの機会を説明し学生確保に繋

げる。 

◇留学生確保に関する取組 

・外国人留学生学術交流協定校推薦入試 

本学と学術交流協定を締結している海外の大学のうち「学生交流に関する覚書」を交

換している大学の学部に出願時に在学している者を対象に実施している。 

・SDGプロフェッショナルコース奨学金 

大学院工学研究科修士課程及び博士後期課程における SDG プロフェッショナルコース

を履修する外国人留学生に対し、修学を支援することを目的とした奨学金を設けてい

る。 

・Nagaoka Summer School Young Engineers（NASSYE） 
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本学と学術交流協定を締結している海外の大学以外からも、短期留学生を受け入れ本

学での研究活動や日本文化を体験するサマースクールプログラムを実施している。こ

の短期留学を本学大学院への入学を検討してもらう機会としている。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

（１）人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

本学は、SDGs を先導する技術科学大学として、SDGs を実現する Society5.0 に貢献するグロ

ーバル技術者、更には地域の課題解決にも資する地方創生プランナー・プロデュサーを育成す

るために、以下を実践している。 

（ア）IoT、AI、データサイエンスを駆使でき、横断的･異分野融合的な知を備えた人材育成の

ための教育プログラムの構築 

（イ）モノづくり＋IT 分野を中心とした先進的研究・技術開発の推進とそれらによる財政基盤

の強化 

（ウ）強力な高等専門学校との絆を活かした、ものづくり地方都市の持続的発展に向けた社会

貢献 

（エ）経済成長が著しい途上国の持続的発展を支援する研究開発及び技術協力と人材育成に貢

献。また、各工学分野において以下に示す人材育成を目的とする。 

〇機械工学分野 

機械工学分野では、環境・エネルギー問題、少子高齢化などの社会的課題の解決、技術移

転や起業支援など産業創成・活性化に貢献し、持続可能な社会の実現に向けて新しい価値を

創造するため、（１）メカトロニクスコース、（２）スマートファクトリーコース、（３）環境・

エネルギーコースの各コースに関する専門基礎知識を軸とし、データサイエンスや情報科学、

ナノテクノロジー、バイオテクノロジーなどの複合的・発展的研究を通じて、それらを応用

して先進的なものづくりやこれまでにない技術を創出し、新しい分野を切り拓く実践的能力

を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる人材

の育成を目指す。 

〇電気電子情報工学分野 

電気電子情報工学分野では、（１）電気エネルギー・制御工学コース､（２）電子デバイス・

光波制御工学コース、（３）情報通信制御工学コースを設置し、それぞれ、（１）エネルギー

に関する発生・輸送・制御システム・新材料などの新技術、（２）高度情報化・効率的エネル

ギー・安全安心を指向した社会を支える電子・光等の複合機能を持つ先端デバイス技術、（３）

マルチメディア通信やユビキタスネットワークに適した高度情報通信・伝送技術・制御技術、

及びヒューマン・コミュニケーションに関する情報処理・計測制御技術を系統的に学ぶとと

もに、データサイエンス、IoT 等の情報技術を活用し、社会に広く貢献できる実践的・創造的

能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的発展に貢献できる

人材の育成を目指す。 

〇情報・経営システム工学分野 

情報・経営システム工学分野では、超スマート社会構築と持続可能な発展を実現するため
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に、システム開発、データ分析、革新的技術・ビジネスモデルの創出、プロジェクト管理、経

営戦略の策定と推進に欠かせない高度な専門性と創造的・実践的能力を備えた、国際的に指

導力を発揮できる高度 IT 人材・研究者・経営者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成

を目指す。 

〇物質生物工学分野 

物質生物工学分野では、物質科学・バイオテクノロジーに係わる知識の徹底的習得、研究

プロジェクトへの参画による創造的研究の遂行、研究成果を国際的に強い印象で伝えるプレ

ゼンテーション能力の養成等の項目に重点を置いた創造的教育により、情報技術を活用し、

未来の産業創造と社会変革の主役となる最先端材料の開発やその生産プロセスの革新に自ら

挑戦できる実践的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的

発展に貢献できる人材の育成を目指す。 

〇環境社会基盤工学分野 

環境社会基盤工学分野では、人類の健全な社会・文化・経済活動を支える種々の社会基盤

施設を、情報技術を活用し環境との調和を図りつつ、適切に計画・設計・建設・維持するた

めの専門知識、及び、総合的かつグローバルな視点からサステナブルな社会へ貢献し、巨大

災害へも対応できる実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究

者、社会の持続的発展に貢献できる人材の育成を目指す。 

〇量子・原子力統合工学分野 

量子・原子力統合工学分野では、原子力知識とシステム安全知識両方を習得し、もしくは、

次世代核エネルギーと加速器・放射線に関する知識を有した上で、国際通用性を持つ高度な

技術能力を身につけ、社会・地域の発展と問題解決に意欲を持って、社会に貢献できるよう

な実践的・創造的能力を備えた、国際的に活躍できる指導的技術者・研究者、社会の持続的

発展に貢献できる人材の育成を目指す。 

（２）社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 

ア．社会的要請 

現在、我が国の科学技術・イノベーション力の向上は喫緊の課題となっており、Society5.0

を実現するために戦略的に進めていくべき主要分野として、基盤技術としての AI、バイオテ

クノロジー、量子技術、マテリアルなどの世界最先端の研究開発や拠点形成や人材育成、計

測・分析技術の高度化等を推進すること、応用分野としての安全・安心（防災、感染症対策、

サイバーセキュリティ等）に関する新たなシンクタンク機能の検討や環境エネルギー、健康・

医療、宇宙、食料・農林水産業など、課題解決に向けた出口を見据え、産学官が連携して取

組を推進することが掲げられている（統合イノベーション戦略 2020、令和２年７月 17 日閣

議決定、大学における工学系教育の在り方に関する検討委員会、2017年）。 
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また、「工学系教育改革制度設計等に関する懇談会」のとりまとめでは工学系教育改革の実

現に向けて重点的に講ずべき施策の具体的な制度設計等として、①教員の意識改革も含め、

学生が主体的に学び、進路を選択していく環境を確立するとともに、産業界との連携プロジ

ェクト等を通じて実践的教育を重点的に導入し、深い専門知識と幅広い分野の知識の修得を

可能とする教育体制の構築を目指した学科・専攻定員設定の柔軟化と学位プログラムの積極

的な導入、②情報科学技術（情報セキュリティを含む）、数理・データサイエンス（確率・統

計を含む）等の IT技術の活用にも繋がる学部段階における工学基礎教育の強化、③社会のニ

ーズの変化に対応し、他の専門分野に関心を示し、多様性を理解するとともに、展開できる

人材の育成のためのメジャー・マイナー制等の導入や企業等と連携したＰＢＬなど実践的な

内容を盛り込んだ教育課程の実施を含めた学部・大学院連結教育プログラムの構築、④産業

界との教員人事交流促進等を含めた連携強化の必要性を提言されている。（文部科学省 工学

系教育改革制度設計等に関する懇談会 取りまとめ概要 平成 30年 3月） 

一方で、人口減少による地域の活力の低下、都市部から地方への優秀な人材の還流が大き

な課題として存在することから、地方大学は、地域のニーズに応えるという観点からも充実

し、知の拠点として地域ならではの人材を育成・定着させ、地域経済・社会を支える基盤と

なることが必要であり、かつ地域特性・ニーズを踏まえた人材育成やイノベーションの創出・

社会実装に取り組む地方大学の機能強化、活性化が重要であることも指摘されている。その

ため、地方大学は、地方公共団体、地域の産業界等と密に連携し、文理の枠にとらわれない

STEAM人材の育成や地元企業へのインターンシップ・リカレント教育の拡充や Society5.0社

会の実現にとって不可欠な数理・データサイエンス・AI教育の推進やオンライン教育の活用

により、地域において新たな産業や雇用を創出し、地方創生の中核となることを目指すべき

であると提言されている。（魅力ある地方大学の実現に向けて、文部科学省、令和２年９月） 

2019年に内閣府エビデンスシステム（e-CSTI）にて調査された各業種における産業界の業

務及び事業展開・成長に重要な専門知識分野の結果を報告している（資料２）。 

◆機械、電気の専門知識分野は、学びニーズ、研究ニーズの双方が高い。 

◆情報系の基盤分野は、学びニーズが著しく高い。 

◆人工知能等の情報系の先端分野は、学びニーズよりも研究ニーズが高い。 

以上のことから、本学が大学院修士課程工学専攻の改組によって設置する６分野、すなわ

ち、「機械工学分野」、「電気電子情報工学分野」、「情報・経営システム工学分野」、「物質生物

工学分野」、「環境社会基盤工学分野」、「量子・原子力統合工学分野」で養成する人材は、地

域社会や産業界において今後も重要と位置付けられている。特に、地方大学は地方公共団体、

地域の産業界等と密に連携し、地域を担う STEAM 人材を育成し、地方創生の中核となること

を目指すべきであると提言されている。さらに、各工学分野で数理・データサイエンス等の

IT技術の活用にも繋がる学部段階における工学基礎教育の強化も強く要望されている。そこ

で、今回の大学院工学研究科修士課程の改組では、社会や産業界の要望に応えるために大括
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り化した工学課程との連続性を担保し、工学専攻も大括り化し、各工学分野でのこれまでの

実績を基に多くの STEAM人材を輩出することを目指す。 

イ．本学学生への求人状況 

過去３年間の本学学部-大学院修士一貫教育を受けた学生への求人件数を資料３に示す。本

学では学部-大学院修士一貫教育を謳っていることもあり、学部で卒業する学生の約 85％は

大学院修士課程に進学し、修了後に就職する。その求人件数は各専攻とも 2,000 件以上であ

り、平均求人倍率は 20倍以上である。多くの企業等が本学大学院生の採用を望んでいること

がわかる。大学院生の就職先は、専攻毎に異なるが、機械や物質材料は 80％以上が製造業、

電気電子情報も 66.6％が製造業、次いで 19.4%が情報通信業、情報・経営システムは情報通

信業が 54.5％、28.5％が製造業、環境社会基盤は建設業が 33.5％、専門・技術サービス業が

31.9％、公務員が 13.3％であり、第４次産業革命や超スマート社会(Society5.0)を担う産業

界の中心的業種に多くの人材を輩出している。学生定員を 404 名とすることは、人材輩出へ

の期待に応えるものである。 

長岡技術科学大学出身者就業状況の調査結果を資料４[表３]に示す。本学出身者採用の理

由の上位３項目をみると、「一定水準以上の能力が認められるから」(65.6%)、「基礎学力があ

り、伸びる人材だから」(57.5%)、「過去の卒業生の実績・活躍が認められるから」(53.3%)で

あった。基礎的な学力・能力が備わっていることを最も評価いただいている。また、OB,OGの

実践の場における活躍が、本学出身者への期待の裏付けとなっている。 

なお、本学では文部科学省のプロジェクト「機能強化促進事業」での人材育成の目標とし

て、本学出身者を採用する理由のうち５項目（「◎」）を取り上げている。この項目に一つで

も回答いただいた企業は 445 社のうち 413社(92.8%)であり、上記評価に併せて、企業より非

常に高く評価いただいている。 
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80 210 91 2.63 1.14 80 283 85 3.54 1.06 80 205 88 2.56 1.10 80 166 86 2.08 1.08 80 209 83 2.61 1.04 80 215 87 2.68 1.08

80 210 91 2.63 1.14 80 283 85 3.54 1.06 80 205 88 2.56 1.10 80 166 86 2.08 1.08 80 209 83 2.61 1.04 80 215 87 2.68 1.08

79 195 90 2.47 1.14 79 230 96 2.91 1.22 79 192 103 2.43 1.30 79 183 105 2.32 1.33 79 200 99 2.53 1.25

79 259 99 3.28 1.25 79 209 95 2.65 1.20 79 201 97 2.54 1.23 79 185 89 2.34 1.13 79 214 95 2.70 1.20

38 128 38 3.37 1.00 38 101 46 2.66 1.21 38 94 45 2.47 1.18 38 77 44 2.03 1.16 38 100 43 2.63 1.14

47 103 60 2.19 1.28 47 101 59 2.15 1.26 47 116 61 2.47 1.30 47 103 59 2.19 1.26 47 106 60 2.25 1.27

40 91 40 2.28 1.00 40 58 46 1.45 1.15 40 53 47 1.33 1.18 40 74 51 1.85 1.28 40 69 46 1.73 1.15

27 55 33 2.04 1.22 27 58 33 2.15 1.22 27 46 33 1.70 1.22 27 75 30 2.78 1.11 27 59 32 2.17 1.19

310 742 418 2.39 1.35 310 831 360 2.68 1.16 310 757 375 2.44 1.21 310 702 386 2.26 1.25 310 697 378 2.25 1.22 310 746 383 2.41 1.24

96 124 109 1.29 1.14 96 119 101 1.24 1.05 96 125 108 1.30 1.13 96 125 104 1.30 1.08 96 116 97 1.21 1.01 96 122 104 1.27 1.08

96 135 126 1.41 1.31 96 137 118 1.43 1.23 96 143 130 1.49 1.35 96 113 102 1.18 1.06 96 101 96 1.05 1.00 96 126 114 1.31 1.19

50 62 53 1.24 1.06 50 72 60 1.44 1.20 50 73 62 1.46 1.24 50 55 48 1.10 0.96 50 56 48 1.12 0.96 50 64 54 1.27 1.08

60 81 75 1.35 1.25 60 84 74 1.40 1.23 60 93 83 1.55 1.38 60 75 73 1.25 1.22 60 59 56 0.98 0.93 60 78 72 1.31 1.20

47 32 28 0.68 0.60 47 51 47 1.09 1.00 47 46 46 0.98 0.98 47 48 41 1.02 0.87 47 44 41 0.94 0.87 47 44 41 0.94 0.86

35 38 35 1.09 1.00 35 38 35 1.09 1.00 35 36 31 1.03 0.89 35 50 43 1.43 1.23 35 40 36 1.14 1.03 35 40 36 1.15 1.03

20 21 16 1.05 0.80 20 19 18 0.95 0.90 20 28 23 1.40 1.15 20 22 19 1.10 0.95 20 25 23 1.25 1.15 20 23 20 1.15 0.99

404 493 442 1.22 1.09 404 520 453 1.29 1.12 404 544 483 1.35 1.20 404 488 430 1.21 1.06 404 441 397 1.09 0.98 404 497 441 1.23 1.09

7 10 10 1.43 1.43 7 6 4 0.86 0.57 7 8 5 1.14 0.71 7 13 11 1.86 1.57 7 9 8 1.32 1.07

6 8 8 1.33 1.33 6 12 9 2.00 1.50 6 9 7 1.50 1.17 6 7 6 1.17 1.00 6 9 8 1.50 1.25

7 24 21 3.43 3.00 7 13 11 1.86 1.57 7 23 22 3.29 3.14 7 20 19 2.86 2.71 7 20 18 2.86 2.61

5 3 1 0.60 0.20 5 3 3 0.60 0.60 5 4 4 0.80 0.80 5 1 1 0.20 0.20 5 3 2 0.55 0.45

25 45 40 1.80 1.60 25 34 27 1.36 1.08 25 44 38 1.76 1.52 25 41 37 1.64 1.48 25 41 36 1.64 1.42

(2019) 2 (2020)

7

28 (2016) 29 2017 30 (2018) (2019) 2 (2020)

29 2017 30 (2018) (2019)

28 (2016) 29 2017 30 (2018) (2019) 2 (2020)

28 (2016) 29 2017 30 (2018)

2 (2020)

【資料１】
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【資料２】 

添付省略

１．書類等の題名 

資料２ e-CSTI の可視化分析ツールの調査結果 

産業界の業務および事業展開・成長に重要な専門知識分野 

２．出展 

内閣府 e-CSTI 一般公開サイト（https://e-csti.go.jp） 

３．引用範囲 

人材育成に係る産業界ニーズの分析 

内閣府 平成 31 年度（2019 年度）科学技術基礎調査等委託事業「産業界と

教育機関の人材の質的・量的需給マッチング状況調査」 
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長岡技術科学大学出身者就業状況

国立大学法人  長岡技術科学大学

平成30年12月

調査結果

【資料４】
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１.調査概要

◇調査目的 ： 本学出身者の就業状況について、本学卒業生・修了生の就職先企業の意見を伺い、
問題・課題の有無を把握し、今後の就職指導の充実を図るため。

◇調査対象 ： 平成27年度～平成29年度の3年間に、就職した企業・事業所785社

◇調査期間 ： 平成30年7月～8月末

◇調査方法 ： 郵送による。回答はＷＥＢアンケートフォーム使用。

◇回収状況 ： 有効回答企業数：445社　（回答率 56.7％）

◇回答企業属性

【メイン業種内訳】　

農林水産業
鉱業
建設業
製造業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業・郵便業
卸売業・小売業
金融業・保険業
不動産業・物品賃貸業
学術研究・専門・技術サービス業
宿泊業・飲食店
生活関連サービス業・娯楽業
教育学習支援業
医療・福祉
複合サービス事業
サービス業（他に分類されないもの）
公務
その他

0
1
70
224
10
49
4
10
1
1
29
0
0
3
0
0
25
11
7

0.0%
0.2%
15.7%
50.3%
2.3%
11.0%
0.9%
2.3%
0.2%
0.2%
6.5%
0.0%
0.0%
0.7%
0.0%
0.0%
5.6%
2.5%
1.6%

業　種 社数 ％

【従業員規模内訳】

50名以下
51～100名
101～300名
301～500名
501～1,000名
1,001～3,000名
3,001～5,000名
5,001名以上

13
30
76
45
82
104
39
56

2.9%
6.7%
17.1%
10.1%
18.4%
23.4%
8.8%
12.6%

従業員数区分 社数 ％

【大学新卒者の採用状況】

ほぼ毎年採用している　　
一定の年数間隔で採用している　　
必要な年に採用している（不定期）　　
平成29年度・30年度は採用なし

420
5
12
8

94.4%
1.1%
2.7%
1.8%

大学新卒者の採用状況 社数 ％

【募集職種（複数回答）】

※％は回答企業数に対する比率

研究・開発
設計・製造
技術・サービス
その他

279
299
278
106

62.7%
67.2%
62.5%
23.8%

職　種 社数 ％
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2.調査結果

【表1】本学出身者　採用実績の推移

入社年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

無回答採用人数 5名以上4名3名2名1名0名

243
54.9%
237

53.3%
231

51.9%

149
33.6%
159

35.7%
159

35.7%

33
7.4%
22

4.9%
37

8.3%

2
0.5%
12

2.7%
5

1.1%

3
0.7%
2

0.5%
2

0.5%

1
0.2%
1

0.2%
2

0.5%

12
2.7%
12

2.7%
9

2.0%

■2-1　過去3年間の大卒（大学院生含む）新卒者採用実績と本学出身者の採用実績

　過去3年間の本学出身者の採用実績をみると、採用のあった企業では、各年度とも1名と回答している企業が最も
多い。2名以上の企業は平成29年度では10.4％と増加傾向である。（表1）

■2-2　本学出身者を採用する理由

　本学出身者採用の理由の上位3項目をみると、「一定水準以上の能力が認められるから」(65.6%)、「基礎学力が
あり、伸びる人材だから」(57.5%)、「過去の卒業生の実績・活躍が認められるから」(53.3%)(表3)であった。基礎的な
学力・能力が備わっていることを最も評価いただいている。また、ＯＢ・ＯＧの実践の場における活躍が、本学出身者への
期待の裏付けとなっている。
　なお、本学では文部科学省のプロジェクト「機能強化促進事業」での人材育成の目標として、本学出身者を採用
する理由（表3）のうち5項目（「◎」）を取り上げている。この項目に一つでも回答いただいた企業は445社のうち413社
(92.8%)であり、上記評価に併せて、企業より非常に高く評価いただいている。

※単位：社　％は、回答企業数（平成27年度は443社、平成28・29年度は445社）に対する比率

【表2】大卒新卒者　採用実績の推移

入社年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

無回答

採用人数

9
2.0%
7

1.6%
7

1.6%

人数
不明

3
0.7%
3

0.7%
2

0.5%

201名
以上

15
3.4%
17

3.8%
17

3.8%

151～
200名

7
1.6%
5

1.1%
9

2.0%

101～
150名

10
2.2%
16

3.6%
18

4.0%

51～
100名

49
11.1%
51

11.4%
49

11.0%

41～
  50名

13
2.9%
15

3.4%
16

3.6%

31～
  40名

22
5.0%
19

4.3%
21

4.7%

21～
  30名

45
10.2%
45

10.1%
45

10.1%

11～
  20名

70
15.8%
70

15.7%
64

14.4%

6～
  10名

72
16.2%
70

15.7%
72

16.2%

1～5名

106
23.9%
104

23.4%
104

23.4%

0名

22
5.0%
23

5.2%
21

4.7%

　また、大卒者全体の採用数をみると、各年度とも1～5名以下の採用数が最も多い。30名以下の採用数と回答して
いる企業が各年度とも60％強であるが減少傾向にある。一方、101名を超える採用をしている企業は毎年約1％ずつ増
加している。（表2）

※単位：社　％は、回答企業数（平成27年度は443社、平成28・29年度は445社）に対する比率
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■2-3　過去3年間の本学出身者の離職状況・大卒（大学院生含む）新卒者の離職状況

◆「その他」の回答（抜粋）

　過去3年間の本学出身者の離職率は、大卒者全体の離職率と比較して、低い傾向にある。（表4） また、厚生労働
省発表の【参考資料】「新規学校卒業就職者の在職期間別離職状況（大学卒）」（以下、参考資料）を見ると、平
成27年度は入社3年以内の離職率が30％を超えているのに対し、本学出身者の離職率は6.5％と極めて低い。各年
度の入社1年目の離職率で比較しても、参考資料では11％以上であるのに対し、本学出身者の離職率は3％未満で
ある。（表5）

【表3】本学出身者を採用する理由（最大5つまで選択）

一定水準以上の能力が認められるから
基礎学力があり、伸びる人材だから
過去の卒業生の実績・活躍が認められるから
大学の教育内容を信頼しているから
大学で履修した内容が業務に合致しているから
仕事に対して意欲的であるから
人間的に魅力を感じる点が多いから
即戦力となる専門性を備えているから
社風・風土に合う人材だから
教員からの紹介・推薦だから
その他

社数
65.6%
57.5%
53.3%
49.4%
47.2%
32.8%
31.5%
25.8%
25.2%
5.6%
5.6%

292
256
237
220
210
146
140
115
112
25
25

※単位：社　％は、回答企業数445社に対する比率

％

【表4】過去3年間の就職者の離職状況

平成27年度
平成28年度
平成29年度
全体

離職率離職者数就職者数離職率離職者数就職者数
本学出身者

8.1%
4.8%
2.6%
5.0%

16
10
6
32

198
210
227
635

11.2%
7.1%
3.2%
6.9%

1,101
764
361
2,226

9,854
10,749
11,451
32,054

※単位：人　就職者数、離職者数が明確な回答のみ集計

全　体

＊長期インターンシップで、皆様が貴重な経験を得られているため。
＊当社での実務訓練を経て採用するケースが多く、採用後のミスマッチが少ないから。
＊実務訓練での人柄、働きぶりを見て。
＊仕事の進め方が良く、周りの社員にも良い影響を与えてくれるので。
＊今後も優秀な学生をご推薦いただけることへの期待。
＊ものづくりの実践教育が行われているから。
＊高専出身者が多いからか、「ものづくり」が好きな学生（＝弊社にて是非採用したい学生）が多いように感じるため。
＊貴校卒業生様は高専からの編入者も多く、そこからの継続もあり、今日の大学生・大学院生の中においても高い専門性が認められます。
そのため当社として貴重なエンジニアの輩出校であると考えております。
＊共同開発などかかわりの深い大学であること。
＊弊社社長の母校であるため。
＊現在、貴学OBが8名在籍している。全員一線で活躍しており、頼りになること。
＊新潟県に当社のメイン工場があるため。 

回答（選択式）

入社年度
離職状況

◎
◎

◎

◎
◎
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2.調査結果

【表5】本学出身者の過去3年間の在職期間別離職状況

入社年度

平成27年度

平成28年度

平成29年度

4年目以降
在籍期間別の離職者数

3
1.5%

3年目
6

3.0%
3

1.4%

2年目
4

2.0%
5

2.4%
0

0.0%

1年目
3

1.5%
2

1.0%
6

2.6%

総数
16

8.1%
10

4.8%
6

2.6%

就職者数

198

210

227

※単位：人　就職者数、離職者数が明確な回答のみ集計

【参考資料】新規学校卒業就職者の在職期間別離職状況（大学卒）

卒業

平成27年3月

平成28年3月

平成29年3月

3年目
在籍期間別の離職者数

42,043
9.5%

2年目
46,075
10.4%
47,165
10.5%

1年目
52,542
11.9%
51,105
11.4%
52,642
11.5%

総数
140,660
31.8%
98,270
21.9%
52,642
11.5%

就職者数

441,936

448,164

457,956

※出所：厚生労働省サイト資料　　単位：人

■2-4　本学出身者の離職理由・大卒者（大学院生含む）全体の離職理由

　本学出身者の離職理由の上位２項目は、「本人がやりたい仕事ではなかった」（27.3％）、「業務に適性がなかっ
た」（18.2％）であった。（表6）離職率は大卒者全体と比べ低いながらも（表4・表5）、就職活動時のミスマッチは少な
からず発生していると考えられる。

【表6】本学出身者の離職理由

＊本人がやりたい仕事ではなかった
＊業務に適性がなかった
＊職場の人間関係に馴染めなかった
＊健康上の都合
＊結婚・出産・育児のため
＊他の知識・技能・技術を学ぶため
＊キャリアアップを目的とした転職のため
＊家業継承のため
＊能力面でついていけなかった
＊労働条件面で合わなかった
＊家族の介護・看病のため
＊その他

％
27.3%
18.2%
9.1%
9.1%
9.1%
9.1%
9.1%
4.5%
0.0%
0.0%
0.0%
4.5%

社数計
6
4
2
2
2
2
2
1
0
0
0
1

※単位：社　％は、回答数合計22社（複数回答あり）に対する比率

【表7】大卒者全体の離職理由

＊本人がやりたい仕事ではなかった
＊キャリアアップを目的とした転職のため
＊健康上の都合
＊他の知識・技能・技術を学ぶため
＊業務に適性がなかった
＊結婚・出産・育児のため
＊職場の人間関係に馴染めなかった
＊家業継承のため
＊能力面でついていけなかった
＊家族の介護・看病のため
＊労働条件面で合わなかった
＊その他

％
17.3%
13.2%
9.3%
8.9%
8.3%
7.8%
7.2%
6.7%
6.1%
5.0%
2.8%
7.4%

社数計
93
71
50
48
45
42
39
36
33
27
15
40

※単位：社　％は、回答数合計539社（複数回答あり）に対する比率

回答（選択式） 回答（選択式）
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■2-5　本学出身者、就職支援活動、教育、その他全般についてのご意見・ご要望

＊例年貴学から優秀な学生に入社いただき、弊社事業にて大いに活躍していただいております。これもひとえに貴学の
学生支援課の皆様、教授の皆様からの多大なるご支援によるものと厚く御礼申し上げます。

＊例年、学内合同企業説明会に参加させていただいており誠にありがとうございます。こちらがご縁でご入社いただい
た学生もおり、弊社内でご活躍いただいております。

＊貴校OBが本年のセミナーに同席したところ、おかげさまで今年は多数の方が選考にお越しくださり、内２名の方が来
年４月入社が内定しております。今後も継続してお伺いしたいと存じますので、変わらぬお付き合いのほど、よろしくお願
い致します。

＊毎年、合同説明会に参加させていただいており一定数の貴校学生が選考に進んでいただいております。毎年内定
を出させていただいているもののご縁に繋がっておりませんが、学部生、院生ともに優秀な人材が在籍していると感じ
ております。

＊毎年、企業説明会等、就職支援の件で大変お世話になっております。学生の皆さんにBtoB企業に関心を持ってイ
ンターンシップや就職活動をされるよう、ご指導いただければ幸いです。BtoB企業にも優良企業がたくさんあり、知ら
ないのはもったいないと思います。

＊毎年、企業説明会に参加させていただいておりますが、当社アピール不足もあり、学生からの応募に結び付けていな
い。

＊本年度につきましても貴大学より学生１名をご推薦および内定させていただきありがとうございました。貴大学主催の
業界セミナーや学内合同説明会等にも是非参加させていただきたくお願い致します。

＊弊社は採用者の全体数はあまり多くありませんが、貴学におかれましては毎年のように学生をご紹介いただき、大変
ありがたく存じます。

＊弊社はＢtoＢ企業であるため、知名度が低く、まずは弊社を知ってもらうことから始めたいと思います。

＊弊社は8名の貴学卒（OB）が在籍し、全員が戦力となって活躍しており、感謝しております。今年度の採用活動にお
いて（平成31年度入社予定）個別会社説明会を実施させていただき、結果、内定承諾をいただいております。

＊弊社の立地上、貴校の学生様への認知が難しい状況となっております。是非、学内セミナー等の開催があれば、ご
案内いただければと思います。積極的に参加させていただきます。

＊弊社に在籍する19名の貴学出身者は、コミュニケーション能力・向上心が高く、強い好奇心を持って業務にあたって
いただいております。貴学の学生さんは何よりも「自分がやりたい仕事」に重点を置いて活動をされており、そのおかげ
で就職してからのミスマッチがないのではないかと捉えております。
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＊2019年度では、1名ご推薦をいただきまして、内々定を出させていただきました。大変優秀な方をご推薦いただきまし
て、ありがとうございました。

＊平成27年度以前に入社した貴校のOB・OGも複数活躍しております。

＊非常に真面目で熱心である。

＊売手市場で求人票も増加傾向と拝察しますが、地方の中小企業も良い企業がたくさんありますので、自分に合った
企業を学生の皆様には見つけていただきたいです。その機会を、大学には与えていただきたいです。

＊入社し4年目。会社説明会では当社の「産廃施設」にて環境に関する仕事をしたいと言われましたが、建築には興
味ないか？に「興味はあります」と答えたのが彼です。入社２年目には技術的な資格も取得、上司や先輩、協力業者
（下請）から、日々 指導を受けながらも頑張っております。期待しております。

＊当社は、開発/設計/製造等のものづくりの拠点は長岡事業所のみです。そのため地元長岡理系大学の貴校出身
者が多く、今後も継続的に採用したいと考えております。今年度は選考途中での辞退等で残念ながら貴校学生の
採用が途絶えてしまう見込みですが、来年度以降また採用できるよう準備を進めますのでご協力お願い致します。

＊当社の研究開発、工場が茨城県にあります。Uターン希望者の学生と接触できる機会を多くいただけると助かります。

＊当社には、貴校出身者が3名おり、現在も設計開発部で頑張っております。いずれも、優秀な人材であり期待しており
ます。ここ2～3年採用者がおりませんが、引き続き当社へのご推薦をお願い申し上げます。

＊直近では2017年4月入社の電気電子情報工学科の学生さんは、地元の大手メーカー様で大変ご活躍いただい
ております。高専からの編入者が多いとのことで、知識の幅も広く、自分で考える能力が高い方が多い印象です。

＊直近3年連続でご縁があり入社いただいた方の印象は、真面目で優しく誠実です。一緒に働く仲間になれて嬉しく、
今後も後輩達とのご縁を楽しみにしております。

＊長年インターンシップ等を通じ、大変お世話になっております。回答欄にはございませんでしたが、平成30年度につい
ては2名ご入社いただいております。

＊長期実習をされているため、基本的なマナーなどを備えている学生様が多い印象です。機械開発やシステム開発の
募集を積極的に行なっておりますが、就職先としてなかなか認識いただけないことが当社の課題です。採用に限ら
ず、キャリア授業など、学生様に直接業務内容をお話しできる機会がありましたら是非お声がけください。

＊長岡技術科学大学出身の方は、全般的に基礎知識と技能を持ち合わせた方が多いと思います。今後とも弊社の
求人活動においてご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

＊長岡技術科学大学のOBは現在2名商品開発部で活躍しております。そのうち1名は年1回の社内表彰も受けてお
ります。
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＊長岡技術科学大学出身者は素直で真面目に業務に取り組む人が多いように感じます。

＊長岡という雪国で技術に向き合った学生時代が、開発研究分野で粘り強く続ける力を育んでいる。

＊地元新潟県や長岡市に就職をし、人が留まり、地域が活性化し発展しうるような社会の流れになってもらいたいです。

＊他大学の学生と比べて、やはり打ち合わせの進め方や論理的思考が素晴らしいと思います。新入社員でもすぐ戦力
になるような人が多く、大学でのカリキュラムの成果だと感じております。是非今後もレベルの高い学生に出会えることを
楽しみにしております。

＊全般的なことですが、学業でも仕事でも課題を発見し、解決に向けたプロセスを立てられる学生の育成を期待してお
ります。

＊新卒採用活動においては、できるだけ多くの学生とコンタクトを取る機会を設けたいと考えておりますので、お取り計ら
いをしていただければ幸いです。

＊新卒の獲得が難しくなっている昨今ですが、当社は積極的に獲得に努めているため、どんな些細なことでもかまいませ
んので、学生情報をいただけたり、就職相談会など参加できればと思います。

＊出身者：非常に真面目に働いております。

＊就業に対して意欲的な学生が多い印象があります。弊社社員の貴校OB3名も、いずれも業務に対し前向きで、自主
性があります。

＊主体性と問題意識を持ち、幾つになっても自身を成長させ能力を高めて行ける人材であってほしい。

＊自分のやるべきことを自分で理解し、努力する姿勢を感じさせる人材が多いと評しております。

＊施工管理や海外業務への熱意も高く、非常に活躍しております。現在弊社の海外物件に携わっております。

＊昨年、貴大学の学生を1名採用し、現在も意欲的にものづくりへ携わってくれております。今後また説明会等、貴大学
学生の皆様との接点を頂戴できますと幸いです。

＊採用実績が多くない中、平素より弊社採用活動に何かとご協力いただけますこと、誠に御礼申し上げます。おかげさま
で、少しずつ実績が伴ってきているところでございます。学生の認知度が乏しい弊社としましては、今後、弊社の活動を
知っていただく機会を少しでも多くいただくことが可能であれば幸いに存じます。

＊国土交通省等から毎年優良工事、優秀技術者表彰を受けております。この表彰は地方の建設会社が多く受賞し
ております。技術力もありますので、是非、学生を紹介してください。

＊合同企業説明会や、学内個別説明会など、学生様との接触の機会を設けていただき、大変感謝しております。今
後ともこのような取り組みを継続していただけることを希望致します。
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＊高専からの編入者が多く、真面目に仕事に取り組む姿勢が好印象。

＊高専からの編入者が多いので実務的にレベルは高いと感じます。

＊公務員志望の学生さんは少ないとお聞きしておりますが、自治体も就職先の選択肢の一つとしてご紹介いただけれ
ば幸いです。

＊貴校はとても優秀な学生様が在学しており、昨年院了で入社された方もお客様から高評価をいただいております。
今後とも当社に興味を持たれている学生様がおりましたらご紹介いただきたくよろしくお願い申し上げます。

＊貴校の卒業生は国内外様 な々場面で活躍しております。

＊貴校の学生様におかれましては、長期のインターンシップを経験していることから、業務への適応が非常にスムーズで
あると認識しております。本年度以降の新卒採用に関しましても、何卒ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

＊貴校からは、直近3年に限らず、多くの卒業生が入社し、各々活躍してくださっております。留学生も含め、今後もご縁
がありますことを願っておりますので、何卒よろしくお願い致します。

＊現在、貴校出身者が４名在籍しており、１人も離職しておりません。できれば毎年１名の卒業生、または既卒者の紹介
をお願いしたいと思います。

＊原子力施設での技術サービス提供を生業とする当社にとって、貴校において原子力システム安全工学をはじめ、機
械・電気・材料等の分野を専門的に学んだ学生は、大きな戦力となります。貴校平成27年度卒業生は既に新規分
野開拓の戦力として活躍し始めております。

＊近年は有望な学生に複数人入社いただいていることを大変嬉しく思っております。３月の企業説明会以外にも接点を
設けられるとより弊社を知っていただけると考えております。イベント情報などあれば教えていただきたくお願い致します。

＊貴大学の出身者は非常に優秀で技術・能力ともに優れております。新潟県内やその他、地元で活躍していただき、
地域の発展に貢献していただければと思います。

＊貴校の学生は、企業規模などにとらわれず自身の興味がある分野に就職しているように感じられ、好感を持てる一つ
の要素となっております。

＊貴校出身者は平成27年度入社1名のみですが、現職で非常に頼りがいのある社員です。

＊貴校出身者は専門知識が高く、業務にも粘り強く取り組んでくれております。将来が楽しみな人材です。

＊貴校の出身者は能力が高く、人間性においても優れた方が多いので、活躍が期待されております。これからも弊社に
興味を持ってくださる学生がおられることを願っております。
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＊貴校の学生は優秀で、当社の研究内容ともマッチしているため、各部で活躍されております。今後も貴校の学生を継
続的に採用させていただきたいと考えておりますので、引き続きよろしくお願い申し上げます。

＊貴校の学生は自主性が高く、入社後は高い評価を受けられる方が多いです。今後もご縁が続けば幸いです。

＊貴学出身者は、日々 仕事に前向きに取り組んでいただいております。尚、過去3年間での貴学出身者の退職者はご
ざいません。

＊貴学出身の2名の方におかれましては、能力も高く、仕事への姿勢も大変真面目で、向上心を持って取り組んでいた
だいており、既に期待以上のご活躍をされております。今後とも是非、貴学の方にご入社をいただきたく、学生の方に
ご興味をお持ちいただけますよう、また、ご入社後も継続的にフォロー・教育を徹底してまいりたいと存じます。

＊貴学は高専出身者が多いため、メーカーとして即戦力に期待をしております。たまたまかと思いますが、語学の部分は
弱いので、ご指導いただけると助かります。

＊貴学の出身者は2016年に入社しました大学院修士了の女性です。バランスの良くとれた女性です。2018年に他学
から入社した女性の指導教育役として活躍中です。公私ともに後輩の良き相談役として、また当社の女性技術者の
リーダー役として成長するであろう資質の持ち主でございます。

＊基礎知識が備わっており、向上心を持って意欲的に取り組む方が多く、会社に貢献してくれております。良い教育風
土があることが感じられます。

＊基礎学力および専門性があるため即戦力に近い形で活躍していただいております。当社が求める人材を輩出してい
ただいており、今後とも是非よろしくお願い致します。

＊化学と工業を実践的に学んでいる数少ない学科があり、前述の意味で特徴的な人材が非常に多いために、これか
ら入社される方の今後の活躍を大いに期待しております。

＊ものづくりを極めたい、お客様に便利なシステムを提供したいなど、当社のビジネスや社風にマッチした学生が多く在
籍しておられますので、これからもご縁を大切に継続していきたいと存じます。

＊真面目で実直な性格で仕事に専念していただいております。引き続き採用に努力してまいりたいと思っております。

＊おかげさまで毎年良いご縁がございまして、学内での説明会開催や先生方からの学生様ご紹介等をきっかけにし
て、おかげさまで多くの方が入社されました。ＯＢ・ＯＧの方は大いに活躍されております。今後もこの良いご縁を大切に
継続的な採用に繋がることを切に願う次第です。

＊いろいろな問題や課題を解決するための基礎となる教養がもっと磨かれると良いと思います。
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＊貴校の学生を希望する企業が多いため、なかなか採用に結びつかないのが現状ですが、一昨年採用した学生は
優秀で、将来性のある女性の現場監督として育っております。来年度も１名採用し、今後も積極的に採用を進める
予定ですので、今後もよろしくお願い致します。

＊2名の卒業生については、日々 スキルアップを目指し取り組んでおります。技術系の案件は全国的に多く、先輩社員の
配属している会社でコアな部分の仕事に従事しております。1Dayインターンシップや説明会など気軽に参加いただき
ますよう、お願い申し上げます。

＊2017年度入社の貴校OBは、近い将来、開発分野で活躍してもらいたいという希望はありましたが、早くも2年目にて
着実にキャリアを積みながら、開発にも携わり始めるという活躍ぶりです。彼に続く形で是非貴校の学生さんとご縁が
あればと思っておりますので、今年も説明会等参加させていただく機会をいただければ幸いです。

＊業務に対して真面目に取り組み、社内外における評価が高く、また、コミュニケーション力・プレゼンテーション力も高い
と存じます。来年4月にも1名入社していただく予定となっており、継続して採用させていただきたいと考えております。

＊2019年度の採用活動において、貴校の学生1名より、内定承諾を得ております。（貴校の学内説明会がきっかけで、
内定までつながりました。）長期インターンシップの受け入れを、2年連続で実施。今年度も受け入れたいと考えており
ます。引き続き、貴校の学生との良い出会いを期待しております。

＊【貴学出身社員について】所属する組織において常にリーダーシップを発揮しております。個人の仕事に対してだけ
でなく、会社全体の最適を踏まえた発信ができ、非常に優秀な人材です。在学中から海外での技術インターンシップ
への参加など様 な々成長の機会を得ており、貴学の教育水準の高さを感じております。

＊貴学卒業の学生は、仕事に積極的に取り組み、良い成果を出して弊社で活躍しております。引き続き採用させてい
ただく機会があれば、嬉しいです。
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3.まとめ

　本アンケート調査を通して、本学出身者の就業状況、評価、課題が明らかになった。

　まず、本学出身者の採用にあたっては、「一定水準以上の能力が認められるから」（65.6％）、「基礎学力があり、伸
びる人材だから」（57.5％）、「過去の卒業生の実績・活躍が認められるから」（53.3％）が50%を超えていた。本学出身
者の基礎能力の高さに期待をいただいていることに加え、すでに社会人として実践で活躍しているOB・OG社員を評価
いただいていることは、大変喜ばしく、光栄なことである。一方で、「仕事に対して意欲的であるから」（32.8％）、「即戦力
となる専門性を備えているから」（25.8％）、「社風・風土に合う人材だから」（25.2％）の回答を踏まえると、本学出身者
が、在学中により高度で実践的な専門性を身につけることにより、社会で役立つ人材であり、かつ、より早く社会への貢
献度を上げられる可能性があるとも言える。

　本アンケートの主目的である本学出身者の就業状況において、3年間の離職率は5.0％であった。また、過去3年間
の本学の就職者数に占める入社3年以内の離職者数の割合は、平成27年度6.5％、平成28年度4.8％であった。本
アンケートにおける就職者全体の調査結果、参考資料とした厚生労働省の調査結果との比較において、いずれも下
回っており、本学出身者の離職率は低いことが分かる。その中で、人数はわずかながら、平成29年度入社者における
1年目の離職者の比率が、他の年度に比べやや高いことから、今後も離職率を注視していく必要がある。

　本学出身者全体の離職理由で最も多いものは、「本人がやりたい仕事ではなかった」（27.3％）であった。就職者全
体の調査と同じ傾向であるが、前回調査（平成28年度実施17.5％）よりもやや高い数値となっている。就職活動時の
企業理解・仕事理解の不足からのミスマッチが、売り手市場を背景に増加傾向にあることが懸念される。離職理由2位
の「業務に適性がなかった」（18.2％）と併せて考えた場合、就職活動時における学生本人の自己理解、企業理解、
仕事理解を深めるために、より効果的な施策を図っていきたい。

＜御　礼＞

　今回のアンケート調査で、多くの企業様から貴重な情報を得ることができました。いただいたご意見を参考に、より社
会に貢献できる学生を育成すべく、学生支援体制の充実を図るよう努めてまいります。ご多忙の中、ご協力いただきまし
た皆様に厚く御礼申し上げます。
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【資料 アンケート用紙（設問内容）】
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